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相撲 銃剣道 トライアスロン スケートボード高等学校野球（軟式）

　地元開催の国体競技を観戦しましょう。市内開催の７競技はすべて無料で自由に

観戦できます。ぜひ、皆さんのご声援をお願いします！

村上市国体開催競技ガイド

相撲 ９月27日㈰～ 29日㈫　午前9時～（3日間とも）

山北総合体育館
　アクセス　JR府屋駅から徒歩５分
　※自家用車可、シャトルバス運行はありません

　粘り強い精神力で、自らの肉体を駆使し

競い合う相撲。全国47都道府県の選手が少年・成年の種
別ごとに団体戦と個人戦を行い、頂点を目指します。力

と技の駆け引きを、どうぞご覧ください。

　また、新潟県チームが開催県優勝に向けてがんばって

いますので、熱い応援をお願いします。

見どころ

相撲

種　　別 ９月27日㈰ ９月2�日㈪ ９月29日㈫

少年男子 団体予選
１～３回戦

団体決勝戦
個人決勝戦 −

成年男子 − 団体予選
１～３回戦

団体決勝戦
個人決勝戦

正式競技 公開競技 デモンストレーションとしてのスポーツ行事

2ページ 3ページ 3ページ 4ページ 4ページ 4ページ 4ページ

●問い合わせ　国体課村上分室（☎53－2202）

いよいよ本番！
国体を見に行こう！

3B体操リズム体操
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銃剣道 10月３日㈯～５日㈪　午前9時～（3日間とも）

神林総合体育館
　アクセス　シャトルバスをご利用ください

　※�自家用車可、シャトルバス運行は５ページを
ご覧ください

　木銃と呼ばれる長さ166㎝の木製の銃形
をした用具を使用し、相手と突き合う競技です。勝敗を

決める「有効な突き」は、気・剣・体の一致した技でな

ければならない懐の深い武道です。

　常に相手に敬意を払い、礼に始まり礼に終わる選手た

ちのさわやかな態度も必見です。

高等学校野球（軟式）９月27日㈰～ 30日㈬

荒川球場、神林球場
　アクセス　�荒川球場は、JR坂町駅よりシャトルバスを

ご利用ください

　　　　　　神林球場は、JR岩船町駅から徒歩３分
　※�いずれも自家用車可、シャトルバス運行は５ページ
をご覧ください

　８月に行われた全国高等学校軟式野球選

手権大会で上位に進出したチームを中心に10校が参加し
ます。

　全国トップクラスの高校球児たちの懸命なプレーに皆

さんの温かい応援をお願いします。

銃剣道

高等学校野球（軟式）

種　　別 10月３日㈯ 10月４日㈰ 10月５日㈪

成年男子 １回戦 １回戦・２回戦

３回戦・準々決勝
５～８位決定戦

準決勝
３位決定戦

決勝

少年男子 １回戦・２回戦
指定トーナメント戦

５～８位決定戦
準決勝

３位決定戦
決勝

−

会場/日程 ９月27日㈰ ９月2�日㈪ ９月29日㈫ ９月30日㈬

荒川球場 １回戦
10:00 ～、12:30 ～

２回戦
10:00 ～、12:30 ～

準決勝
10:00 ～、13:00 ～

決勝
10:00 ～

神林球場 − ２回戦
10:00 ～、12:30 ～ − −

※日程は天候により変更となる場合があります

見どころ

見どころ

いよいよ本番！
国体を見に行こう！
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スケートボード ９月26日㈯
午前9時～

日本海スケートパーク
　アクセス　路線バスで村上市民会館前下車

　※�自家用車可（台数に制限有）、シャトルバス
運行はありません

　デッキと呼ばれる合成板に４個の車輪

をつけた不安定なもの（スケートボード）の上で体重移

動により操縦し、バランスよくセクション（障害物）を

越えて滑走する、若者に人気のスポーツです。

　選手たちがセクションを越える際に繰り出す技の迫

力はまさに圧巻です。

トライアスロン ９月27日㈰
午前9時40分～

会場は7ページ
　アクセス　�シャトルバスをご利用ください。
　※�自家用車可、シャトルバス運行は５ページを
ご覧ください

　スイム、バイク、ランと３種目を一人で

行うトライアスロン。その強靭な肉体と精神力で、必死

にフィニッシュを目指す姿は、まさにアイアンマン（鉄

人）。国内トップアスリートの熱いレースをぜひ、ご覧

ください。

リズム体操 10月４日㈰
午前10時～

村上市民ふれあいセンター
　※�自家用車可、シャトルバス運行はありません

　演技者は４歳から80歳までの21チーム、総勢576人が音楽に合わせてのびのびと楽しく32
作品を披露します。

　ぜひ、会場に足を運んで演技者といっしょにリズムを刻んで楽しい時間を過ごしませんか。

朝日総合体育館
　アクセス　路線バスで岩沢バス停下車

　※�自家用車可、シャトルバス運行はありません
　レクリエーション的要素を多く取り入れて、幅広い世代が無理なく楽しむことができる３

Ｂ体操。

　午前から行われる「会員の部」では、県内各地から参集する３Ｂ体操協会の655人が、心地よい音楽に合
わせて体操を披露します。また、午後から行われる「一般の部」では、地元の小学生や朝日地区の長寿大

学の学生が、今まで練習してきた成果を披露しますので、ぜひご覧ください。

３Ｂ体操 10月４日㈰
午前10時～

見どころ

見どころ

見どころ

見どころ
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無料シャトルバス運行表 各競技会場の駐車スペースに限りがありますので、無料シャトル

バスをご利用ください。運行時間は変更となる場合があります。

【銃剣道競技】
第１日目～２日目

10月３日㈯～４日㈰
村上駅→神林総合体育館 神林総合体育館→村上駅

村上駅発 体育館着 体育館発 村上駅着

8:30 8:50 9:40 10:00

9:30 9:50 10:50 11:10

10:10 10:30 12:00 12:20

11:30 11:50 13:20 13:40

12:30 12:50 14:40 15:00

13:50 14:10 15:20 15:40

15:10 15:30 17:10 17:30

15:50 16:10 17:20 17:40

第３日目　10月５日㈪
村上駅→神林総合体育館 神林総合体育館→村上駅

村上駅発 体育館着 体育館発 村上駅着

8:30 8:50 9:40 10:00

9:30 9:50 10:50 11:10

10:10 10:30 12:00 12:20

11:30 11:50 13:20 13:40

12:30 12:50 14:40 15:00

13:50 14:10 15:20 15:40

15:10 15:30 16:10 16:30

15:50 16:10 16:20 16:40

【高等学校野球（軟式）競技】
第１日目～３日目

９月27日㈰～ 29日㈫
坂町駅→荒川球場 荒川球場→坂町駅

坂町駅発 荒川球場着 荒川球場発 坂町駅着

８:30 ８:40 ９:10 ９:20

９:30 ９:40 10:10 10:20

10:30 10:40 11:10 11:20

11:30 11:40 12:10 12:20

12:30 12:40 13:10 13:20

13:30 13:40 14:10 14:20

14:30 14:40 15:10 15:20

第４日目　９月30日㈬
坂町駅→荒川球場 荒川球場→坂町駅

坂町駅発 荒川球場着 荒川球場発 坂町駅着

８:30 ８:40 ９:10 ９:20

９:30 ９:40 10:10 10:20

10:30 10:40 11:10 11:20

11:30 11:40 12:10 12:20

12:30 12:40 13:10 13:20

【トライアスロン競技】
※�午前８時から随時運行します

　

国
体
ま
で
１
カ
月
。
目

前
に
迫
っ
た
本
番
を
前

に
、吹
奏
楽
や
合
唱
、郷
土

芸
能
、
ト
ッ
キ
ッ
キ
ダ
ン

ス
な
ど
、
熱
の
入
っ
た
練

習
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
銃
剣
道
競
技

で
式
典
の
演
奏
を
担
当
す

る
の
が
、
村
上
第
一
中
学

校
と
村
上
東
中
学
校
の
吹

奏
楽
部
の
皆
さ
ん
。

　

会
場
と
な
る
神
林
総
合

体
育
館
で
入
場
行
進
曲
、

国
歌
や
大
会
歌
の
「
若
い

力
」、表
彰
式
の
得
賞
歌
な

ど
を
演
奏
し
ま
す
。

　

村
上
第
一
中
学
校
吹
奏

楽
部
員
38
人
を
ま
と
め
る

部
長
の
佐
藤
真
奈
さ
ん

（
３
年
）は
、「
今
年
は
県
の

コ
ン
ク
ー
ル
に
も
出
場
で

き
、
国
体
で
も
演
奏
で
き

ま
す
。
村
上
東
中
学
校
の

人
た
ち
と
一
丸
と
な
っ

て
、
き
れ
い
で
素
晴
ら
し

い
演
奏
を
し
た
い
で
す
」

と
目
を
輝
か
せ
て
国
体
へ

の
想
い
を
聞
か
せ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
に
支
え

ら
れ
、
準
備
を
進
め
て
き

た
ト
キ
め
き
新
潟
国
体
。

　

９
月
26
日
、
い
よ
い
よ

開
幕
し
ま
す
。

吹奏楽部の練習風景（村上第一中学校）

迫
力
満
点
の
生
演
奏
！

国
体
を
盛
り
上
げ
ま
す

ス
タ
ー
ト
会
場

一
般
駐
車
場

（
市
民
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
）

一
般
駐
車
場

（
村
上
地
域

振
興
局
）

フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ

会
場
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スポーツだけが
「国体」じゃない！

新潟県　　
無形文化財 大須戸能

文化プログラムとは、スポーツだけではな

く、新潟の芸術に触れ、新潟の文化を感じて、

新潟を楽しんでいただくプログラムです。

と　き� 10月３日㈯
� ［開場�］午後６時30分　［開演］午後７時　［終演予定］午後９時

ところ� 市民ふれあいセンター
� ※入場は無料です

番組　狂言「棒
ぼうしばり

縛」　  能 「土
つち

蜘
ぐ

蛛
も

」
ぜひこの機会に、郷土芸能をたっぷりとご堪能ください

文化プログラム参加事業

ト
ッ
キ
ッ
キ
が

帰
省
客
を
お
出
迎
え
！

　

今
年
で
９
回
目
と
な
る
舘
腰

地
区
青
少
年
育
成
協
議
会（
小
池

晃
会
長
）の
か
か
し
祭
り
が
開
催

さ
れ
、市
民
や
お
盆
の
帰
省
客
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

国
体
開
催
年
の
今
年
は
、ト
ッ

キ
ッ
キ
が
た
く
さ
ん
登
場
し
て

ト
キ
め
き
新
潟
国
体
を
Ｐ
Ｒ
し

て
く
れ
ま
し
た
。

村
上
市
の
炬き
ょ

火か

名
決
定

　

村
上
市
の
炬
火
名
は「
村
上
市
、
愛
す
る
心
と
魂
の
火
」

に
決
定
し
ま
し
た
。

　

命
名
者
は
、下
中
島
に
お
住
ま
い
の
笠
川
秀
華
さ
ん（
朝
日
中
３
年
）

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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トライアスロン競技会　９月27日㈰ 午前10時スタート

村上郵便局

教育情報センター

村上地域振興局

① ⑤

③

⑥

⑪

⑧ ⑩

② ④

⑦ ⑨

ご不便をおかけしますが、交通規制にご協力をお願いします

★トップ選手予想通過時刻

スイム
（スタート）

バイク 　　　　　　　　　ラン� （フィニッシュ）

通過地点
瀬波温泉
海　岸
①

瀬波小
交差点
②

桑　川
折り返し
③

瀬波小
交差点
④

瀬波温泉
海　岸
⑤

村　上
駅　前
⑥

上　町
（１周目）
⑦

鍛冶町
（１周目）
⑧

上　町
（２周目）
⑨

鍛冶町
（２周目）
⑩

村　上
体育館
⑪

成年男子 10:00 10:23 10:48 11:13 11:17 11:29 11:33 11:36 11:40 11:44 11:49

成年女子 10:20 10:45 11:14 11:44 11:48 12:02 12:06 12:10 12:14 12:19 12:24

※あくまで予想であり、天候やレース展開などにより前後します

※通過地点を上記の「コースマップ&交通規制図」に掲載しています

★�競技会当日は村上市内の混雑が予想されます。申し訳ありませんが、規制前のお
出かけや回り道にご協力ください。

★�競技会開催により、六斎市は９月26日㈯に変更となります。
★山北方面（相撲競技会場）へは国道７号をご利用ください。

★選手の応援にご協力ください。

　沿道からの温かい声援が選手にパワーを与えます。

　応援手旗も用意していますので、国体課村上分室までお問い合わせください。
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包括支援
センター
だより

健
康
元
気
は

わ
た
し
の
自
慢
足
腰
を
き
た
え

　

転
ば
な
い
身
体
づ
く
り

運
動
機
能
の
向
上

　

多
く
の
人
は
身
の
ま
わ
り
の
こ
と
は
、い
つ

ま
で
も
人
の
世
話
に
な
ら
ず
、
自
立
し
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
理
学
療
法
士
や
運

動
指
導
士
と
一
緒
に
ボ
ー
ル
や
ゴ
ム
チ
ュ
ー

ブ
を
使
っ
た
り
、
歌
を
歌
い
な
が
ら
リ
ズ
ム
を

と
っ
て
身
体
を
動
か
し
た
り
と
、
下
肢
の
筋
力

や
バ
ラ
ン
ス
を
鍛
え
る
運
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

バランスを鍛える運動

お
い
し
く
食
べ
て

　

丈
夫
な
身
体
づ
く
り

栄
養
改
善

　

「
し
っ
か
り
食
べ
る
こ
と
」
は
低
栄
養
状
態

の
予
防
や
改
善
に
つ
な
が
り
、
高
齢
者
の
身

体
、生
活
、免
疫
機
能
を
維
持
向
上
さ
せ
ま
す
。

　

教
室
で
は
、栄
養
士
が
食
事
内
容
や
栄
養
状

態
を
確
認
し
、栄
養
の
偏
り
や
不
足
を
予
防
す

る
た
め
の
食
事
や
調
理
方
法
な
ど
に
つ
い
て

指
導
を
し
ま
す
。

栄養教室

　

い
つ
ま
で
も
、自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
暮
ら
し
た
い
と
い
う
願
い
は
、誰
も
が
考
え
て
い
る
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。そ
れ
を
実
現
す
る
手
立
て
が
、「
介
護
予
防
」で
す
。

　

病
気
の
予
防
だ
け
で
な
く
、
老
化
の
サ
イ
ン
を
い
ち
早
く
発
見
し
、
適
切
な
対
策
を
行
う
こ
と

で
、「
元
気
で
い
き
い
き
し
た
生
活
」を
維
持
で
き
ま
す
。

　

市
で
は
、各
地
区
や
市
全
域
の
65
歳
以
上
の
人
を
対
象
と
し
た
運
動
機
能
や
栄
養
改
善
、口
腔
機

能
の
向
上
を
目
指
し
た
事
業（
教
室
）を
実
施
し
て
い
ま
す
。
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●介護予防教室�～新規の参加者を募集します～
　「楽しく無理なく体操する」「口の中全体の健康を守る」「食べる楽しみを大切にする」ことができる

ように総合的に取り組み、生活習慣に取り入れてもらえることを目指した教室です。

　対象者　�市内在住の65歳以上で生活機能の低下を認める人
　　　　※�地域包括支援センターの職員等が身体状況などの確認をします
　　　　※�介護保険の認定を受けている人は対象外です
　と　き　�10月～平成22年3月までの約６カ月間（週１回）
　　　　　※曜日は各地区により異なります

　ところ　各支所保健センターなど

　申し込み　介護高齢課地域包括支援センター　☎53－2111（内線364）
　　　　　　各支所地域福祉課介護保険係

　　　　　　荒川地区　☎62－0095、神林地区　☎66－6111（内線121）
　　　　　　朝日地区　☎72－6887、山北地区　☎77－4053

●男の料理教室

　対象者　�おおむね65歳以上の山北地区に住む男性
　と　き　９月９日㈬　10月６日㈫　10月22日㈭
　　　　　午前９時30分～午後０時30分
　ところ　さんぽく会館

　内　容　調理実習、栄養講話

　参加費　1回300円
　申し込み　山北支所地域福祉課介護保険係　☎77－4053

介護予防事業のお知らせ

お口の体操

お
口
か
ら

　

は
じ
め
る
身
体
づ
く
り

口
腔
機
能
の
向
上

　

「
し
っ
か
り
と
か
め
る
歯
」
、「
む
せ
ず
に
飲

み
込
め
る
こ
と
」
は
、
低
栄
養
や
誤ご

嚥え
ん

に
よ
る

肺
炎
の
予
防
や
食
べ
る
こ
と
、話
す
こ
と
の
楽

し
さ
か
ら
生
活
意
欲
の
向
上
や
社
会
参
加
の

継
続
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

教
室
で
は
、歯
科
衛
生
士
が
お
口
と
歯
の
状

態
を
確
認
し
、口
腔
内
の
健
康
を
保
つ
方
法
と

し
て
入
れ
歯
の
手
入
れ
や
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指

導
、お
口
の
体
操
な
ど
を
行
い
ま
す
。

﹁
介
護
予
防
﹂
と
は
、
介
護
が
必
要

な
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
の
取
り
組
み
で
す

　

寝
た
き
り
な
ど
、介
護
が
必
要
に
な
る
原
因

と
し
て
は
、脳
卒
中
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
ほ

か
に
、
加
齢
に
伴
う
衰
弱
や
転
倒
、
骨
折
な
ど

が
あ
り
ま
す
。「
老
化
現
象
な
ら
、避
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
思
わ
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
生
活
習
慣
病
と
同
様
に
、

毎
日
の
生
活
習
慣
で
予
防
や
改
善
は
あ
る
程

度
可
能
な
の
で
す
。

　

そ
し
て
、介
護
予
防
事
業
の
目
標
は
、「
生
活

機
能
」の
向
上
を
通
じ
て
自
立
し
た
生
活
を
実

現
す
る
こ
と
で
す
。「
生
活
機
能
」
と
は
、
身
体

や
心
の
働
き（
心
身
機
能
）に
加
え
て
、日
常
生

活
動
作
や
家
事
、
仕
事
を
こ
な
す
能
力
、
さ
ら

に
家
庭
や
社
会
で
の
役
割
な
ど
を
含
む
「
い
き

い
き
と
暮
ら
す
た
め
の
機
能
」で
す
。

　

「
生
活
機
能
」
の
低
下
を
自
覚
し
て
い
る
人

は
早
め
の
対
応
が
必
要
で
す
。
い
ち
早
く
発
見

す
る
た
め
、市
で
は
74
歳
か
ら
84
歳
ま
で
の
基

本
健
診
未
受
診
者
を
対
象
に
、
実
態
把
握
訪
問

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
人
や
ご
家
族
で

「
生
活
機
能
」
の
低
下
を
心
配
さ
れ
る
人
が
い

ま
し
た
ら
介
護
高
齢
課　

地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
お
よ
び
各
支
所
の
地
域
福
祉
課
介
護

保
険
係
ま
で
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　

介
護
高
齢
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
３
６
３
、３
６
４
）

　

ま
た
は
各
支
所
地
域
福
祉
課
介
護
保
険
係
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７
月
22
日
か
ら
28
日
ま
で
、
各
地

区
単
位
に
各
種
団
体
や
市
民
グ
ル
ー

プ
、市
民
を
対
象
と
し
た﹁
市
長
と
の

ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
（
市
政
懇
談
会
）
﹂

を
開
催
し
ま
し
た
。（
山
北
地
区
は
10

月
開
催
予
定
）

　

懇
談
会
に
は
、
延
べ
３
２
０
人
の

皆
さ
ん
か
ら
参
加
い
た
だ
き
、
市
政

に
関
す
る
質
問
や
貴
重
な
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
意
見
や
ご
要

望
な
ど
は
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に

生
か
し
て
い
き
ま
す
。

　

出
さ
れ
た
意
見
や
ご
要
望
な
ど

は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。

（
９
月
中
に
掲
載
予
定
）
今
月
号
で

は
、
そ
の
内
容
を
抜
粋
し
て
紹
介
し

ま
す
。

産
業
・
観
光

問□�

□
　

高
速
道
路
が
開
通
し
ま
す
が
、

観
光
客
に
来
て
い
た
だ
く
た
め
の

﹁
集
客
の
取
り
組
み
﹂に
つ
い
て
お

聞
き
し
た
い
。

答□�

□
　

今
年
度
、新
潟
県
全
体
で「
大
観

光
交
流
年
」
と
い
う
事
業
を
進
め

て
い
ま
す
。市
と
し
て
も
山
形
、秋

田
と
と
も
に
「
き
ら
き
ら
羽
越
観

光
圏
」
と
い
う
広
域
観
光
圏
を
国

か
ら
認
定
を
受
け
、
今
ま
で
一
泊

二
日
の
観
光
を
二
泊
三
日
、
三
泊

四
日
と
足
を
止
め
て
い
た
だ
き
た

い
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、団
塊
世
代
の
人
た
ち
が
、大

量
退
職
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
人
た

ち
は
時
間
的
、
経
済
的
に
余
裕
が

あ
り
、
田
舎
志
向
が
強
い
人
た
ち

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
呼
び

込
め
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。も
う
一
つ
は
、今
準
備
を
進
め

て
い
る「
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
」で

す
。
こ
れ
は
農
業
体
験
や
林
業
体

験
、
海
の
体
験
を
し
な
が
ら
長
期

滞
在
を
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
も

の
で
す
。

問□�

□
　

私
は
大
阪
で
仕
事
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
就
職
先

を
村
上
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
帰
っ
て
き

て
く
れ
る
人
が
就
職
し
難
い
状
況

で
す
の
で
、
こ
の
機
関
を
も
っ
と

有
効
に
活
用
す
る
必
要
性
を
感
じ

ま
す
。

　

�　

ま
た
、
一
般
の
従
業
員
に
な
り

た
い
の
に
就
職
先
が
見
つ
か
ら

ず
、
や
む
を
得
ず
パ
ー
ト
を
し
て

い
る
若
い
人
の
姿
が
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え

て
い
た
だ
き
た
い
。

答□�

□
　

貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携

し
、取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問□�

□
　

大
学
を
卒
業
し
て
も
ふ
る
さ
と

で
就
職
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、

帰
っ
て
こ
ら
れ
な
い
状
況
が
あ
る

と
思
う
。
雇
用
の
現
状
と
今
後
の

見
通
し
に
つ
い
て
、
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

答□�

□
　

学
校
を
卒
業
し
て
も
、
職
場
が

な
い
た
め
に
ふ
る
さ
と
に
帰
っ
て

こ
ら
れ
な
い
と
い
う
現
状
を
打
破

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
ま
す
。
高
速
道
路
が
開
通
し

て
通
勤
範
囲
が
広
が
っ
た
点
や
、

港
を
活
か
し
た
企
業
誘
致
に
も
力

を
入
れ
て
い
き
ま
す
。ま
た
、若
い

人
の
職
業
に
対
す
る
志
向
も
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
緊
急
の
課
題
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

問□�

□
　

各
集
落
で
は
農
業
後
継
者
不
足

で
悩
ん
で
い
ま
す
。
後
継
者
対
策

多
く
の
市
民
の
声
を
市
政
に

市
長
と
の
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
結
果
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と
し
て
、
任
意
団
体
の
法
人
化
や

自
分
の
集
落
だ
け
で
な
く
近
隣
集

落
で
対
策
を
考
え
る
こ
と
な
ど
が

必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

何
か
い
い
考
え
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

答□�

□
　

後
継
者
問
題
は
、
農
業
ば
か
り

で
は
な
く
て
林
業
も
そ
う
で
す

し
、漁
業
も
そ
う
で
す
。基
本
的
に

生
計
が
立
て
ら
れ
な
け
れ
ば
、
後

継
者
は
で
き
て
い
き
ま
せ
ん
。
県

で
は
所
得
補
償
の
制
度
を
つ
く
り

ま
し
た
。国
、県
の
さ
ま
ざ
ま
な
政

策
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

生　

活

問□�

□
　

村
上
地
区
で
は
、
週
３
回
生
ご

み
を
収
集
し
て
い
ま
す
が
、
朝
日

地
区
で
も
同
様
に
収
集
し
て
ほ
し

い
。

答□�

□
　

【
環
境
衛
生
課
長
】ご
み
の
収
集

回
数
は
、
合
併
前
の
旧
市
町
村
の

回
数
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
で
い

ま
す
。村
上
地
区
が
年
４
カ
月（
６

〜
９
月
）
は
週
３
回
で
ほ
か
の
月

は
２
回
、
そ
の
ほ
か
の
地
区
は
週

２
回
。
回
数
が
不
足
だ
と
い
う
話

は
聞
き
ま
せ
ん
が
、
資
源
ご
み
の

分
別
収
集
の
推
進
、
生
ご
み
処
理

機
の
購
入
補
助
な
ど
、
可
燃
ご
み

自
体
の
減
量
化
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、現
状
を
把
握
し
、必
要
に
応

じ
て
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

問□�

□
　

下
水
道
料
金
統
一
の
た
め
に
井

戸
に
メ
ー
タ
ー
を
つ
け
る
説
明
会

に
出
席
し
た
。
お
金
を
か
け
て

メ
ー
タ
ー
を
付
け
る
必
要
が
あ
る

の
か
。

答□�
□
　

【
朝
日
支
所
建
設
水
道
課
長
】井

戸
に
メ
ー
タ
ー
を
付
け
さ
せ
て
い

た
だ
く
と
い
う
こ
と
で
、
朝
日
地

区
の
各
集
落
に
説
明
に
回
っ
て
い

ま
す
。
平
成
26
年
度
か
ら
水
道
料

金
と
下
水
道
料
金
を
統
一
す
る
こ

と
で
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
料

金
を
統
一
す
る
に
あ
た
っ
て
、
朝

日
地
区
で
も
井
戸
水
の
使
用
量
を

把
握
す
る
た
め
に
市
で
メ
ー
タ
ー

を
付
け
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。

問□�

□
　

荒
川
地
区
で
は
、
子
ど
も
の
部

活
動
で
大
会
が
あ
る
と
き
な
ど

は
、保
護
者
が
送
迎
し
て
い
ま
す
。

村
上
地
区
で
は
市
の
バ
ス
で
送
迎

し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
地
区
ご

と
に
格
差
の
な
い
よ
う
に
お
願
い

し
た
い
。

答□�

□
　

内
容
を
確
認
し
て
格
差
の
な
い

よ
う
に
対
応
し
ま
す
。

福　

祉

問□�
□
　

少
子
高
齢
化
社
会
を
迎
え
て
い

る
現
在
、
村
上
市
と
し
て
は
高
齢

者
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
は
足
り
て
い

る
と
考
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。

答□�

□
　

村
上
市
は
県
下
で
も
高
齢
化
比

率
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
現
在

30
％
程
度
と
な
る
な
ど
、
高
齢
者

対
策
が
急
務
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

�　

施
設
入
所
待
機
者
が
６
０
０
人

に
な
る
な
ど
、
施
設
が
満
た
さ
れ

て
い
る
と
は
い
え
な
い
現
状
で

す
。
た
だ
し
、
国
や
県
は
、
待
機
者

が
い
る
か
ら
施
設
を
造
る
と
い
う

政
策
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
施
設
に

入
る
と
医
療
費
が
非
常
に
高
く
な

り
、
そ
れ
が
保
険
料
と
な
っ
て
財

政
負
担
に
跳
ね
返
っ
て
く
る
こ
と

な
ど
か
ら
で
す
。
こ
れ
ら
の
問
題

も
踏
ま
え
、待
機
者
に
対
し
、施
設

が
ど
の
く
ら
い
必
要
な
の
か
を
考

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、い

か
に
高
齢
者
に
健
康
で
い
た
だ
く

か
が
重
要
で
あ
り
、
健
康
教
室
を

行
う
な
ど
の
対
策
も
行
っ
て
い
ま

す
。

教　

育

問□�

□
　

学
校
と
地
区
の
懇
談
会
で
、
高

速
道
路
が
で
き
た
こ
と
に
よ
る
連

れ
去
り
な
ど
の
犯
罪
を
心
配
す
る

声
が
あ
っ
た
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に

つ
い
て
、
地
区
で
女
の
子
が
１
人

と
い
う
場
合
な
ど
が
あ
り
、
安
全

性
の
面
か
ら
も
更
な
る
充
実
を
お

願
い
し
た
い
。ま
た
、学
校
に
市
の

予
算
で
学
習
支
援
員
、
介
助
員
を

配
置
し
て
も
ら
っ
て
い
る
の
は
大

変
あ
り
が
た
い
。
今
後
も
引
き
続

き
お
願
い
し
た
い
。

答□�

□
　

高
速
道
路
は
、
今
後
十
分
に
注

意
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
、
距
離
に

よ
っ
て
乗
せ
る
、
乗
せ
な
い
と
い

う
よ
う
な
し
ゃ
く
し
定
規
に
な
ら

な
い
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
き
ま

す
。介
助
員
や
学
習
補
助
員
、学
習

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
も
積
極

的
に
配
置
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た

ち
の
学
習
環
境
を
充
実
さ
せ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

政
策
推
進
課
広
報
広
聴
係

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
３
３
５
）
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と　

き

　
　

９
月
６
日
㈰

　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時
ご
ろ（
一
斉
サ
イ
レ
ン
は
午
後
１
時
）

　
　
　

※
避
難
訓
練
は
午
後
１
時
〜
１
時
30
分

と
こ
ろ　

避
難
訓
練
は
、町
内
、集
落
ご
と（
別
表
参
照
）

被
害
想
定

　
　
　

�

新
潟
地
震
と
同
規
模
の
粟
島
沖
を
震
源
と
し
た
震
度
６

弱
。
午
後
１
時
に
サ
イ
レ
ン
と
防
災
無
線
で
市
内
全
域

に
避
難
を
呼
び
か
け
ま
す
。

訓
練
内
容

　

⑴
現
地
災
害
対
策
本
部
設
置
訓
練（
各
地
区
ご
と
）

　

⑵
住
民
避
難
訓
練

　
　

�

町
内
、集
落
に
よ
っ
て
は
、避
難
訓
練
が
予
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。区
長
、総
代
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。午
後
１
時

の
サ
イ
レ
ン
で
避
難
開
始
。

　

⑶
救
助
訓
練
・
放
水
訓
練（
地
区
ご
と
に
実
施
内
容
が
異
な
り
ま
す
）

　
　

�

地
震
に
伴
っ
た
火
災
を
想
定
。
自
然
水
利
に
よ
る
消
火
活
動
を
行

い
、建
物
に
取
り
残
さ
れ
た
住
民
を
救
助
。

　

⑷
給
水
・
炊
き
出
し
訓
練（
一
部
会
場
の
み
）

　
　

�

水
道
、ガ
ス
、電
気
が
各
地
で
停
止
し
て
い
る
た
め
、住
民
に
対
す
る

炊
き
出
し
を
実
施
。

避
難
訓
練
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

9月6日㈰は

市
で
は
、９
月
６
日
㈰
、各
町
内
や
集
落
で
の
避
難
訓
練
を
中
心
と
し
た
防
災
訓
練
を
市
内
全
域
で
実
施
し
ま
す
。

訓
練
は
、新
潟
地
震
と
同
規
模
の
震
度
６
弱
の
地
震
発
生
を
想
定
し
、全
地
区
で
行
い
ま
す
。

﹁
天
災
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
来
る
﹂と
い
う
教
訓
を
も
う
一
度
思
い
出
し
、訓
練
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

注意！　当日は、午後１時から市内全域でサ
イレンや放送がありますのでご注意ください

ヘリコプターの
展示

非常食の試食が
あります

防
災
ヘ
リ
が
荒
川
会
場
（
午
後
１
時
と
２
時
こ
ろ

の
２
回
）
と
山
北
会
場
（
午
後
１
時
30
分
こ
ろ
）
に

飛
来
し
ま
す
。
場
所
は
保
内
小
学
校
、
山
北
多
目

的
グ
ラ
ン
ド
で
す
。（
消
防
団
放
水
訓
練
、
炊
き
出

し
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
）

防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
！

訓練、訓練…
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　災害が発生したとき、一人では何もできなくて

も、地域の人たちが協力すれば大きな力になりま

す。市では、防災講座などを通じ、町内、集落単位

の自主防災組織の設立を推進しています。

　災害時の町内の役割分担を事前に取り決め、向こ

う３軒両隣の助け合い精神で災害に備えましょう。

地　区
現地本部

（◎地区メイン会場）
主な内容

荒　川
◎保内小学校
　（市全体の本部）

・住民避難、避難所設営訓練　・消防団による避難誘導、放水訓練
・自衛隊による住民避難訓練　・県防災ヘリによる救助訓練
・NTT災害伝言ダイヤル展示　・防災用品の展示、炊き出し訓練

村　上

村　上 ◎村上南小学校
・住民避難、避難所設営訓練　・消防本部よる倒壊家屋救出訓練
・防災用品の展示、日赤奉仕団炊き出し訓練
・消防団による避難誘導、放水訓練

岩　船
岩船連絡所
いわくすの里

・住民避難訓練　・いわくすの里、消防団合同避難訓練
・消防団による避難誘導、放水訓練

瀬　波 村上中等教育学校
・住民避難訓練
・消防団による避難誘導、放水訓練

山辺里 門前谷小学校
・住民避難訓練
・消防団による避難誘導、放水訓練
・日赤安全奉仕団による救命救急法講習

上海府 集落ごと
・住民避難訓練
・消防団による避難誘導、放水訓練

神　林 ◎平林小学校
・住民避難訓練　・排水ポンプ車など展示
・消防団による避難誘導、放水訓練
・防災用品の展示、日赤奉仕団炊き出し訓練

朝　日 ◎朝日多目的グラウンド
・住民避難訓練、初期消火訓練　・消防団による避難誘導、放水訓練
・総合情報ネットワーク告知端末安否確認訓練

山　北 ◎山北多目的グラウンド
・住民避難訓練、初期消火訓練　・消防団無線中継伝達訓練
・県防災ヘリによる着陸訓練　・消防団による避難誘導、放水訓練

※地区ごとのメイン会場で現地災害対策本部を設置し、訓練を実施します

●問い合わせ

総務課防災係　☎53-2111（内線317）
または、各支所地域振興課総務防災係　まで

　防災（火災・地震など）や防犯（不審者）
情報を24時間、パソコン、携帯電話へメー
ル配信します。（現在、8,700人が登録）

▼アドレスはこちら　（携帯可）
http://www.city.murakami.niigata.jp/i/ml
カメラ付き携帯ならQRコードで簡単にアクセス。
iモードなら登録は簡単です。
メニュー/検索　→　タウン情報/行政　→　新潟県　→　村上市

防災情報を入手しましょう！ 自主防災組織を立ち上げましょう

　手がふさがらないよう、リュックサックなどに
必要最小限度（家族が２日過ごせる程度）の物を
まとめて、すぐ持ち出せるように玄関などに置い
ておきましょう。

非常持ち出し品
食糧（２日分程度）　食器類（家族人数分）　ライ
ター　粉ミルク（乳幼児がいる場合）　懐中電灯　
電池　飲料水（１日１人２リットル）　毛布　寝袋
　貴重品　下着類　ちり紙　ラジオ　生理用品　
救急セット　常備薬　ローソク　筆記用具　せっ
けん　預金通帳　現金　携帯電話など

　各町内、集落によっては、当日、午後１時のサイレンを合図に、避難訓練が予定され
ているところがあります。区長、総代の指示に従ってご参加ください。

非常持ち出し品を準備しましょう
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平成21年度　移動図書館車の運行表
●問い合わせ　中央図書館　☎53－7511

巡回地 停留場所 開館時間
下半期巡回日

10月 11月 12月 1月 2月 3月

村

上

地

区

吉浦 公民館 ９:05－９:15

10日㈯
25日㈰

７日㈯

22日㈰
12日㈯

10日㈰
23日㈯

7日㈰
20日㈯

14日㈰
馬下 バス停前 ９:25－９:35
三日市 神社前 ８:50－９:05
岩船上大町 児童館前 ９:10－９:20
上の山 駐在所前 ９:25－９:40
下相川 丸勝商店さん付近 ８:55－９:05

3日㈯
18日㈰
31日㈯

15日㈰
28日㈯

20日㈰
16日㈯
31日㈰

13日㈯
28日㈰

20日㈯

下山田 集落中央付近 ９:10－９:20
大関 多目的集会施設 ９:30－９:40
鋳物師 公民館 ９:45－９:55
門前 公民館 10:00－10:10
四日市 公民館 10:40－10:50

荒

川

地

区

金屋 農協倉庫 11:35－11:45

10日㈯
25日㈰

７日㈯

22日㈰
12日㈯

10日㈰
23日㈯

7日㈰
20日㈯

14日㈰

鳥屋 集落開発センター 11:50－12:00
堤下団地 駐車場 13:15－13:30
切田 集落開発センター 13:35－13:45
十文字 集会所 13:55－14:05
坂町 ふれあいセンター 14:10－14:20
野口 野口集会所 14:25－14:35
長政 鈴木歯科医院駐車場 14:45－14:55
荒屋 神社 15:15－15:25
花立 公会堂 11:20－11:35

4日㈰
17日㈯

1日㈰
14日㈯
29日㈰

19日㈯
17日㈰
30日㈯

14日㈰
27日㈯

21日㈷

貝附 消防器具置場 11:40－11:55
梨ノ木 神社前 13:05－13:20
上鍜冶屋 集会所 13:25－13:35
春木山 井上製材所さん前 13:40－13:50
荒島 集落開発センター 13:55－14:05
佐々木 集落開発センター 14:15－14:25

神

林

地

区

南田中 消防小屋前 ９:50－10:00

10日㈯
25日㈰

7日㈯
22日㈰

12日㈯
10日㈰
23日㈯

7日㈰
20日㈯

14日㈰
北新保 川崎酒店さん前 10:05－10:15
塩谷 神社前 10:35－10:50
松和町 小学校前 10:55－11:10
福田 旧公会堂 11:15－11:25
飯岡 小田治夫さん宅裏手 ９:00－９:10

4日㈰
17日㈯

1日㈰
14日㈯
29日㈰

19日㈯
17日㈰
30日㈯

14日㈰
27日㈯

21日㈷

山田 旧公会堂 ９:15－９:30
松沢 集落開発センター ９:50－10:00
平林 公会堂 10:10－10:25
湯ノ沢 集落開発センター 10:30－10:40
川部 消防小屋前 10:45－10:55
小岩内 公会堂 11:00－11:10
宿田 旧公会堂 15:00－15:15
牛屋 公会堂 15:20－15:35
山屋 集落センター ８:55－９:05

11日㈰
24日㈯

8日㈰
21日㈯

13日㈰
9日㈯
24日㈰

6日㈯
21日㈰

13日㈯

里本庄 集落入口 ９:10－９:25
殿岡 集落センター ９:30－９:40
指合 研修センター ９:45－９:55
南大平 消防小屋前 10:00－10:10
有明 神納小学校前 10:35－10:45
桃川 東膳寺付近 10:50－11:00
河内 公会堂 11:10－11:20
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巡回地 停留場所 開館時間
下半期巡回日

10月 11月 12月 1月 2月 3月

朝

日

地

区

宮の下 消防小屋前 ８:55－９:05

11日㈰
24日㈯

８日㈰

21日㈯
13日㈰

９日㈯

24日㈰
６日㈯

21日㈰
13日㈯

鵜渡路 集落センター ９:15－９:25
上野 公民館 ９:30－９:40
猿沢 鬼原酒店さん前 ９:45－９:55
檜原 公会堂 10:20－10:30
板屋越 集落開発センター 10:35－10:45
早稲田 研修センター 10:50－11:00
塩野町 郵便局 11:05－11:20
大須戸 担い手センター 11:25－11:35
本小須戸 消防小屋脇 12:45－13:00
高根 高根バス停 13:25－13:35
北大平 宇鉄喜一さん宅前 13:45－13:55
関口 公民館前 14:00－14:10
中野 高野商店さん付近 14:40－14:50
薦川 集落入口 15:00－15:15
古渡路 神社前 10:55－11:05

３日㈯

18日㈰
31日㈯

15日㈰
28日㈯

20日㈰
16日㈯
31日㈰

13日㈯
28日㈰

20日㈯

あけぼの団地 郵便ポスト前 11:10－11:25
上十川 ごみ置場付近 11:30－11:40
下新保 高田集会所 11:45－11:55
新屋 集落センター 13:15－13:25
上中島 公民館付近 13:30－13:40
笹平 桜ヶ丘高実習棟 13:50－14:00
瑞雲 担い手センター 14:05－14:15
小揚 バス停付近 14:20－14:30
大場沢 会館前 14:50－15:00
小川 公会堂 15:20－15:30
蒲萄 峠の加工所駐車場 ９:10－９:20

４日㈰

17日㈯

１日㈰

14日㈯
29日㈰

19日㈯
17日㈰
30日㈯

14日㈰
27日㈯

21日㈷

山

北

地

区

大沢 防火用水 ９:35－９:45
大毎 満願寺 ９:55－10:10
北中 耕太寺前 10:20－10:30
中津原 林道入口 10:35－10:45
上大鳥 集落開発センター 10:50－11:00
下大蔵 集落開発センター 11:25－11:35
勝木 中町バス停 11:40－11:50
府屋 さんぽく会館 13:00－13:10
温出 給食センター脇 13:15－13:25
塔下 消防小屋 13:30－13:40
興屋 作業所前 13:55－14:05
中継 公民館 14:10－14:20
山熊田 集落入口 14:35－14:45
荒川口 集落林業センター 15:15－15:25
桑川 夕日会館駐車場 ９:45－９:55

10日㈯
25日㈰

７日㈯

22日㈰
12日㈯

10日㈰
23日㈯

７日㈰

20日㈯
14日㈰

今川 駅前 10:15－10:25
寒川 本間酒店さん前 10:35－10:45
越沢 庚申塚 10:55－11:05
寝屋 集落開発センター 11:15－11:25
碁石 北側防火用水 11:30－11:40
岩崎 ふれあいセンター 12:50－13:00
中浜 農村研修センター 13:10－13:20
伊呉野 佐藤猛夫さん宅前 13:25－13:35
雷 ふるさと会館 14:15－14:25
小俣 消防器具置場 14:45－14:55
杉平 集落林業センター 15:10－15:20
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　成人式に協力

してくれた皆さ

ん、ご協力ありが

とうございまし

た。

受け付け：東　修司さん

開式の言葉、受け付け：高橋静佳さん

祝電披露、受け付け　：佐藤華子さん

記念品贈呈、受け付け：近藤友喜さん

誓いの言葉、受け付け：渡邉勇人さん

閉式の言葉、受け付け：高野鈴夏さん

　

平
成
21
年
度
村
上
市
成
人
式
が
８
月
15
日

㈯
、
村
上
市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
、
会
場
は
華
や
か
な
着
物
に
身
を
つ
つ
ん

だ
若
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
成
人
式
か
ら
、
全
員
が
平
成
生
ま

れ
と
な
り
ま
し
た
。
対
象
と
な
る
新
成
人
は

７
７
７
名
で
、
式
に
参
加
し
た
人
は
５
４
９

人
（
男
性
２
６
３
人
・
女
性
２
８
６
人
）
で
し

た
。

　

ま
た
、
今
年
度
初
め
て
、
各
中
学
校
区
単
位

（
９
区
）
で
成
人
者
の
記
念
撮
影
を
行
い
ま
し

た
。
ど
の
中
学
校
区
の
記
念
写
真
も
、
新
成
人

の
笑
顔
と
希
望
が
あ
ふ
れ
る
も
の
と
な
り
ま

し
た
。

祝成人おめでとう

「誓いの言葉」

式典後の「SOUL＆GOSPEL　SHORT　LIVE」では、
70～ 80年代の名曲が演奏されました。

桝口玲子さん 板倉良治さん

・中国の北京市で天安門事件が起きる

・横浜ベイブリッジ開通

・ベルリンの壁崩壊

・アメリカとソ連が冷戦の終結を宣言する

・�東証日経平均株価が史上最高値の38,915円87

銭を記録。これを最後にバブル景気が崩壊

・大学入試センター試験が開始される

新成人が生まれた年の出来事

【平成元年４月２日～平成２年４月１日】
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将来を見据えた公共交通づくりに向けて

「村上市公共交通活性化検討委員会」を設置

テ
レ
ビ
っ
て
ど
う
変
わ
る
の
？

■
ク
リ
ア
な
映
像
と
音
声

　

ア
ナ
ロ
グ
放
送
で
は
、視
聴
者
に
届
く
ま
で

に
、
雑
音
で
映
像
音
声
が
劣
化
し
、
高
い
建
物

な
ど
の
影
響
で
反
射
電
波
に
よ
る
ゴ
ー
ス
ト

が
起
こ
り
ま
す
が
、
デ
ジ
タ
ル
放
送
で
は
、
そ

れ
ら
が
な
く
、高
品
質
の
映
像
と
音
声
が
届
け

ら
れ
ま
す
。

■
便
利
な
Ｅ
Ｐ
Ｇ（
電
子
番
組
ガ
イ
ド
機
能
）

　

番
組
表
が
テ
レ
ビ
画
面
上
で
見
ら
れ
、当
日

か
ら
１
週
間
先
ま
で
の
番
組
情
報
が
検
索
で
き

分
か
る
地
デ
ジ
③

ま
す
。ま
た
、放
送
時
刻
の
変
更
が
あ
っ
て
も
視

聴
予
約
や
録
画
予
約
に
す
ぐ
対
応
し
ま
す
。

■
最
新
の
ニ
ュ
ー
ス
や
天
気
予
報
、

　

気
に
な
る
番
組
情
報
が
チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す

　

デ
ー
タ
放
送
に
よ
り
、
リ
モ
コ
ン
の
ボ
タ
ン

を
押
す
だ
け
で
、い
つ
で
も
ニ
ュ
ー
ス
や
天
気

予
報
、そ
の
ほ
か
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
な
ど

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■�

高
齢
者
や
障
が
い
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
が
充

実
し
ま
す

　

デ
ジ
タ
ル
放
送
で
は
受
信
機
の
標
準
機
能

と
し
て
、
字
幕
放
送
や
、
ド
ラ
マ
な
ど
の
筋
書

き
を
音
声
で
紹
介
す
る
解
説
放
送
を
ス
テ
レ

オ
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
音
声
速
度
も

変
え
ら
れ
る
の
で
、
受
信
機
に
よ
っ
て
は
声
を

ゆ
っ
く
り
し
た
ス
ピ
ー
ド
で
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

■
双
方
向
サ
ー
ビ
ス
で
番
組
に
参
加
で
き
ま
す

　

ネ
ッ
ト
と
つ
な
い
だ
双
方
向
サ
ー
ビ
ス
で
、

視
聴
者
参
加
型
の
番
組
が
楽
し
め
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

総
務
省
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放

送
受
信
相
談
セ
ン
タ
ー

　

�

☎
０
５
７
０
‐
07
‐
０
１
０
１
（
平
日　

午

前
９
時
〜
午
後
９
時
、土
・
日
曜
日
、祝
日　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時
）

◆
市
内
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

　

の
説
明
会
を
開
催

　

２
０
１
１
年
７
月
24
日
の
地
上
デ
ジ
タ
ル

テ
レ
ビ
放
送
へ
の
完
全
移
行
に
向
け
、
市
民

や
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
総
務
省
主
催
の
地

上
デ
ジ
タ
ル
化
準
備
説
明
会（
無
料
）を
９
月

１
日
㈫
か
ら
30
日
㈬
ま
で
市
内
各
地
で
開
催

し
ま
す
。
全
世
帯
に
案
内
状
を
送
付
し
て
い

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　

デ
ジ
サ
ポ
新
潟
説
明
会
事
務
局

　

☎
０
２
５
‐
２
８
８
‐
０
５
３
５

　

情
報
政
策
課
情
報
管
理
係

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
５
０
２
）

　公共交通利用者は年々

減少傾向にあるものの、

過疎化や高齢化により増

加する「交通弱者」に対

応した公共交通体系の構

築が課題となっていま

す。

　市では「村上市公共交通活性化検討委員会」を

設置し、公共交通のあり方を検討していきます。

◇�誰もが利用しやすく、持続可能な公共交

通を目指して

　この委員会は、交通弱者などの生活交通の確保や

将来の村上市にとって、最適な公共交通のあり方を

検討するために設置したもので、「地域公共交通総

合連携計画」づくりに向けた取り組みをします。

◇第１回委員会を開催

　７月23日に開催された第１回委員会では、委員
長に長岡技術科学大学の佐野准教授、副委員長に

新潟県村上地域振興局の相澤地域振興課長が選任

されました。

　今年度は国土交通省の支援事業である「公共交

通活性化総合プログラム」を活用して、公共交通

利用実態調査やアンケート調査を実施します。来

年度は「地域公共交通総合連携計画」の策定と、

その後３年間は実証運行などを行いながら、交通

体系の確立を目指すことが決まりました。

◇委員会の委員構成

　委員会は、住民・利用者、公共交通事業者、道

路管理者、交通管理者、国土交通省北陸信越運輸

局、新潟県、学識経験者、観光・商業団体などの

22人で構成されています。
※�第１回委員会の会議録などはホームページに掲
載しています

●問い合わせ

　政策推進課まちづくり推進室

　☎53－2111（内線332、333）
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な
る
ほ
ど
!
健
康

高
血
圧

新
潟
県
立
坂
町
病
院
長　

鈴
木　

薫

　

「
な
ぜ
血
圧
が
高
い
と
悪
い
の
か
。血
圧
は
、

ど
の
程
度
な
ら
安
心
な
の
か
」な
ど
に
つ
い
て

ご
存
じ
で
す
か
。今
回
は
高
血
圧
に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
。

　

血
圧
が
高
い
と
、
な
ぜ
悪
い
の
で
し
ょ
う

か
。血
圧
が
高
い
と
長
い
年
月
の
間
に
動
脈
硬

化
を
進
め
ま
す
。そ
の
結
果
、高
血
圧
の
人
は
、

将
来
、
脳
卒
中
や
心
臓
病
、
腎
臓
病
に
な
る
危

険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
収
縮
期
血
圧
（
血
圧

の
上
の
値
）が
正
常
よ
り
10
㎜
Hg
高
く
な
る
に

つ
れ
、男
性
で
は
脳
卒
中
に
な
る
危
険
性
は
20

パ
ー
セ
ン
ト
、
心
臓
病
に
な
る
危
険
性
は
15

パ
ー
セ
ン
ト
高
く
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

糖
尿
病
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
高
い
高
血
圧

の
人
で
は
更
に
危
険
性
は
増
し
ま
す
。
将
来
、

脳
卒
中
や
心
臓
病
に
な
ら
な
い
た
め
に
、元
気

な
今
の
う
ち
か
ら
血
圧
に
注
意
す
る
こ
と
が

大
事
な
わ
け
で
す
。

■
血
圧
の
正
常
値

　

ど
れ
ぐ
ら
い
の
血
圧
な
ら
心
配
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。血
圧
管
理
の
目
的
は
動
脈
硬
化
の

予
防
で
す
か
ら
、
糖
尿
病
な
ど
の
病
気
の
有

無
、
年
齢
、
血
圧
を
測
る
時
間
や
場
所
な
ど
で

正
常
の
値
は
異
な
っ
て
き
ま
す
。
一
般
の
人

が
、
診
察
室
や
健
康
診
断
な
ど
で
測
る
場
合
、

上
は
１
３
０
㎜
Hg
、下
は
85
㎜
Hg
未
満
が
正
常

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
65
歳
以
上
で
は
各
々

１
４
０
㎜
Hg
と
90
㎜
Hg
未
満
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

■
毎
日
の
血
圧
測
定
が
お
勧
め

　

診
察
室
や
健
康
診
断
な
ど
で
測
る
場
合
は
、

安
静
に
し
た
後
で
測
定
し
ま
す
。
歩
い
て
き
て

す
ぐ
に
測
っ
た
場
合
や
、
緊
張
し
た
状
態
で

測
っ
た
場
合
に
は
、
血
圧
は
高
く
な
り
ま
す
。

健
康
診
断
で
は
い
つ
も
血
圧
が
高
く
、
家
で
測

る
場
合
は
正
常
と
い
う
人
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
血
圧
の
値
は
、
そ
の
日
の
体
調
や
天

候
で
も
変
化
す
る
た
め
、
毎
日
、
測
る
方
が
状

態
を
よ
り
正
確
に
反
映
し
ま
す
。
今
は
家
庭
血

圧
計
が
比
較
的
簡
単
に
手
に
入
り
ま
す
。
血
圧

の
管
理
に
は
家
庭
で
の
毎
日
の
血
圧
測
定
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

家
庭
で
血
圧
を
測
る
場
合
は
、
腕
で
測
る
日

本
製
の
機
械
を
お
勧
め
し
ま
す
。（
値
が
一
番

正
確
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
）
血
圧
を
測
る
時
間

は
、朝
起
き
て
１
時
間
以
内
で
オ
シ
ッ
コ
を
し

た
後
と
、
夜
寝
る
前
の
２
回
測
り
ま
し
ょ
う
。

そ
の
時
は
１
〜
２
分
位
、
安
静
に
し
た
後
に

測
っ
て
く
だ
さ
い
。２
回
が
無
理
な
ら
朝
の
血

圧
だ
け
で
も
結
構
で
す
が
、
結
果
は
毎
回
記
録

し
て
く
だ
さ
い
。い
つ
も
１
４
０
／
90
㎜
Hg
以

上
の
場
合
は
、医
師
と
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
り
ま
し
ょ
う
。
血

圧
測
定
は
そ
の
第
一
歩
で
す
。

こ
ん
に
ち
は
！ 

保
健
師
で
す

ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
付
き
合
う

　

私
た
ち
は
、
社
会
で
生
き
て
い
く
う
え
で
い

ろ
い
ろ
な
ス
ト
レ
ス
を
受
け
て
い
ま
す
。今
回

は
、
ス
ト
レ
ス
に
つ
い
て
正
し
く
知
り
、
ス
ト

レ
ス
と
う
ま
く
付
き
合
っ
て
生
活
す
る
コ
ツ

を
紹
介
し
ま
す
。

■
ス
ト
レ
ス
と
は
、何
？

　

外
か
ら
の
不
快
な
刺
激
が
加
わ
っ
た
と
き

に
生
じ
る
心
身
の
ひ
ず
み
で
す
。
簡
単
に
い
う

と
あ
な
た
が「
嫌
だ
」と
感
じ
る
も
の
が
、す
べ

て
ス
ト
レ
ス
で
す
。

■
ス
ト
レ
ス
の
原
因

　

暑
さ
や
寒
さ
な
ど
の
物
理
的
な
も
の
や
過

労
、
睡
眠
不
足
、
身
体
の
不
調
な
ど
の
生
理
的

な
も
の
、
家
庭
内
の
い
ざ
こ
ざ
、
経
済
問
題
な

ど
社
会
的
、
心
理
的
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
。

■
ど
の
よ
う
な
反
応
が
起
き
ま
す
か

・
身
体
に
あ
ら
わ
れ
る
反
応

　
　

�
よ
く
眠
れ
な
い
、
朝
起
き
ら
れ
な
い
、
食

欲
が
な
い

・
心
に
あ
ら
わ
れ
る
反
応

　
　

�

さ
さ
い
な
こ
と
で
い
ら
い
ら
す
る
、
不
安

で
落
ち
着
か
な
い
、
仕
事
や
家
事
を
す
る

気
が
起
こ
ら
な
く
な
り
、
人
と
会
う
こ
と

が
嫌
に
な
る

・
行
動
に
あ
ら
わ
れ
る
反
応

　
　

�

酒
・
た
ば
こ
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
ふ
け
る
、

や
け
食
い

■
ス
ト
レ
ス
で
起
き
や
す
い
病
気

　

心
身
症
（
た
と
え
ば
気
管
支
喘
息
や
胃
潰

瘍
、高
血
圧
な
ど
）、神
経
症
、不
眠
症
、う
つ
病

■
ス
ト
レ
ス
対
策

　

自
分
の
ス
ト
レ
ス
に
早
め
に
気
づ
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
上
記
の
よ
う
な
身
体
や
心
、
行

動
に
あ
ら
わ
れ
る
症
状
が
み
ら
れ
る
か
ど
う

か
、知
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、自
分
の
ス
ト
レ
ス
を
上
手
に
解
消
す

る
た
め
の
方
法
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。た

と
え
ば
、趣
味
や
運
動
、旅
行
、友
だ
ち
と
の
お

し
ゃ
べ
り
な
ど
、自
分
な
り
の
解
消
方
法
を
持

ち
ま
し
ょ
う
。

　

ス
ト
レ
ス
と
う
ま
く
付
き
合
い
な
が
ら
、
人

生
楽
し
く
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。
何
か
気
に

な
る
症
状
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、ご
相
談
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　

保
健
医
療
課
健
康
増
進
係

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
６
１
）

　

ま
た
は
各
支
所
地
域
福
祉
課
保
健
衛
生
係
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食
育
だ
よ
り

　

岩
船
保
育
園
の
園
児
た
ち
は
、「
お
お
き
く
な
っ
た
よ
」「
真
っ

赤
に
な
っ
た
」と
次
々
に
実
る
キ
ュ
ウ
リ
や
ト
マ
ト
に
歓
声
を

あ
げ
な
が
ら
夏
野
菜
の
収
穫
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。ク
ラ
ス
ご

と
に
植
え
た
キ
ュ
ウ
リ
や
ト
マ
ト
、ピ
ー
マ
ン
、ナ
ス
、な
ど
の

夏
野
菜
が
、
収
穫
の
最
盛
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
実
っ
た
野
菜

に
、毎
日
、子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
輝
い
て
い
ま
す
。

　

収
穫
し
た
野
菜
は
給
食
で
使
っ
て
も
ら
っ
た
り
、く
じ
引
き

を
し
て
家
に
持
っ
て
帰
っ
た
り
と
、

子
ど
も
た
ち
の
期
待
も
大
き
く
、
お

い
し
さ
も
格
別
な
よ
う
で
す
。

　

夏
野
菜
の
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
、
子

ど
も
た
ち
は
毎
日
元
気
一
杯
で
す
。

◆
夏
野
菜
を
使
っ
た
人
気
メ
ニ
ュ
ー

﹁
ト
マ
ト
ス
ー
プ
﹂材
料
４
人
分

　

�

ベ
ー
コ
ン
32
ｇ（
千
切
り
）　

玉
ネ
ギ
60
ｇ（
薄
く
ス
ラ
イ
ス
）

　

ク
リ
ー
ム
コ
ー
ン
60
ｇ　

ト
マ
ト
80
ｇ（
湯
む
き
を
し
て

種
を
と
り
、ザ
ク
切
り
）　

卵
60
ｇ　

パ
セ
リ
３
ｇ（
み
じ
ん

切
り
）　

コ
ン
ソ
メ
４
ｇ　

塩
０
・
８
ｇ　

コ
シ
ョ
ウ
少
々

①�

鍋
に
お
湯
を
沸
か
し
、
玉
ネ
ギ
を
入
れ
る
。
煮
た
っ
た
ら
、

ベ
ー
コ
ン
、ク
リ
ー
ム
コ
ー
ン
、ト
マ
ト
の
順
に
入
れ
る
。

②
コ
ン
ソ
メ
、塩
、コ
シ
ョ
ウ
で
味
を
つ
け
る
。

③�

沸
騰
し
た
ら
、と
き
卵
を
入
れ
、最
後
に
パ
セ
リ
を
入
れ
て
出

来
上
が
り
。

●
問
い
合
わ
せ

　

保
健
医
療
課
予
防
医
療
係　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
６
５
）

介
護
保
険
ひ
と
く
ち
メ
モ

〜
保
険
料
を
滞
納
す
る
と
〜

　

特
別
な
事
情
が
な
く
保
険
料
を
滞
納
す
る
と
、期
間
に
応

じ
て
次
の
よ
う
な
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。保
険
料
は
納
め
忘

れ
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

保
険
料
を
１
年
以
上
滞
納
す
る
と

　

�

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
が
い
っ
た
ん
全
額
自
己
負
担
に

な
り
、
保
険
給
付
（
費
用
の
９
割
）
は
、
申
請
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

保
険
料
を
１
年
６
カ
月
以
上
滞
納
す
る
と

　

�

保
険
給
付
が
一
時
差
し
止
め
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
滞
納
が

続
く
場
合
に
は
、差
し
止
め
ら
れ
た
保
険
給
付
額
か
ら
滞

納
分
を
控
除
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
を
２
年
以
上
滞
納
す
る
と

　

�

利
用
者
負
担
が
、
１
割
か
ら
３
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
高

額
介
護（
予
防
）サ
ー
ビ
ス
費
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

※�

災
害
な
ど
の
特
別
な
事
情
に
よ
り
、保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
困
難
に
な
っ
た
と
き
は
、早
め
に
担
当
窓
口
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ

　

介
護
高
齢
課
介
護
保
険
係

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
３
６
１
、３
６
２
）

　

税
務
課
徴
収
係

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
１
４
、２
１
５
）

「
老
齢
福
祉
年
金
」
て
何
？

　

国
民
年
金
が
発
足
し
た
当
時
、
高
齢
で
あ
っ
た
た
め
、
老
齢
年
金

や
通
算
老
齢
年
金
を
受
け
取
る
資
格
が
な
か
っ
た
人
を
救
済
す
る

た
め
に
「
老
齢
福
祉
年
金
」
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。
次
に
該
当

す
る
人
は
、
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

受
け
ら
れ
る
人

・�

明
治
44
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

・�

大
正
５
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
で
、
国
民
年
金
の
保
険

料
を
納
め
た
期
間
と
保
険
料
を
免
除
さ
れ
た
期
間
の
合
計
が
、本

来
老
齢
年
金
を
受
け
取
る
た
め
の
用
件
に
該
当
し
な
い
人
。

受
け
る
た
め
の
要
件

・�

老
齢
年
金
（
老
齢
年
金
、通
産
老
齢
年
金
な
ど
）
を
受
け
て
い
な

い
こ
と
。（
国
民
年
金
法
に
よ
る
）

・�

本
人
、
配
偶
者
お
よ
び
扶
養
義
務
者
（
子
や
孫
、
兄
弟
な
ど
）
の

所
得
が
一
定
以
下
で
あ
る
こ
と
。

※�

一
定
以
下
と
は
本
人
に
扶
養
義
務
者
が
い
な
い
場
合
、
１
，

５
９
５
，
０
０
０
円
以
下
で
す
。
配
偶
者
の
所
得
は
６
，
２
８
７
，

０
０
０
円
以
下
で
す

　

平
成
21
年
度
の
年
金
額
は
、
４
０
５
，
８
０
０
円
で
す
。（
月
額

３
３
，
８
１
６
円
）

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

市
民
課
市
民
・
年
金
係　

☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
２
８
５
）

　

荒
川
支
所
市
民
生
活
課
市
民
・
年
金
係

　

☎
62
‐
３
１
０
１
（
内
線
１
１
６
）　

　

神
林
支
所
市
民
生
活
課
市
民
・
年
金
係

　

☎
66
‐
６
１
１
１
（
内
線
１
０
２
）

　

朝
日
支
所
市
民
生
活
課
市
民
・
年
金
係　

☎
72
‐
６
８
８
５

　

山
北
支
所
市
民
生
活
課
市
民
・
年
金
係　

☎
77
‐
３
１
１
２

国

民

年

金
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新
潟
県
で
最
も
広
い
面
積
を
誇

る
村
上
市
。

　

そ
の
各
地
に
点
在
す
る
伝
統
芸

能
が
一
同
に
会
し
、
新
た
な
祭
典

が
８
月
２
日
㈰
に
誕
生
し
ま
し

た
。

　

『
合
併
間
も
な
い
新
市
が
一
体

と
な
っ
て
、
集
ま
っ
た
人
び
と
の

心
を
沸
き
立
た
せ
る
』

　

こ
の
目
標
を
持
っ
て
挑
ん
だ
村

上
市
伝
統
芸
能
祭
は
、
点
在
す
る

文
化
の
交
流
、
地
域
の
魅
力
の
再

発
掘
、
伝
統
芸
能
の
継
承
に
誇
り

を
持
つ
こ
と
に
も
つ
な
が
り
、
延

べ
約
２
，
０
０
０
人
の
観
衆
を
得

て
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。

　

こ
の
喜
び
を
分
か
ち
あ
い
、
各

地
域
で
守
り
継
が
れ
る
伝
統
芸
能

の
発
展
と
、
伝
統
芸
能
祭
の
継
続

を
願
っ
て
、
実
演
発
表
の
様
子
を

写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

鍛冶町御
お
囃
はや
子
し

大須戸能　猩
しょうじょう
々

村上盆唄流し 羽黒神社　雅
が
楽
がく

府屋獅子舞　大獅子舞 羽黒町　七夕まつり獅子舞

肴町　村上大祭しゃぎり囃
はや
子
し

合併一周年記念～村上市伝統芸能祭～

うたげ
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伝
統
芸
能
祭
を
終
え
て

　
　
　

運
営
委
員
長　

冨
樫　

宇
栄
一

　

広
大
で
自
然
豊
か
な
村
上
市
に
は
、各

地
に
さ
ま
ざ
ま
な
伝
統
文
化
や
芸
能
が

存
在
し
ま
す
。各
地
で
脈
々
と
受
け
継
が

れ
て
き
た
伝
統
芸
能
は
、私
た
ち
が
祖
先

か
ら
受
け
継
い
だ
貴
重
な
財
産
で
あ
り
、

地
域
の
宝
物
で
す
。

　

こ
れ
を
一
堂
に
集
め
て
広
く
市
民
の

皆
さ
ん
に
披
露
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、市

民
同
士
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
と
と
も

に
、各
保
存
団
体
の
活
性
化
を
願
っ
て
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

　

各
地
に
散
在
す
る
伝
統
芸
能
を「
村
上

市
民
の
共
有
財
産
」と
し
て
皆
で
大
切
に

守
り
、後
世
に
引
き
継
い
で
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
各
地
の
伝
統
芸
能
の
保

存
伝
承
に
努
め
、広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に

紹
介
し
、村
上
市
民
の
一
体
感
の
醸
成
と

地
域
の
活
力
を
示
す
機
会
と
な
る
こ
と

を
目
指
し
て
、今
後
も
継
続
し
て
開
催
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大栗田　アマメハギ府屋獅子舞　小獅子舞上片町　七夕まつり獅子舞

坂町　獅子踊り

大津獅子踊り瀬波温泉　潮太鼓小国町　七夕まつり獅子舞



2009.9.1　　22

さんぽく

あさひ

むらかみ

かみはやし

あらかわ

※�それぞれの話題や出来事には、開催地区が分かる
ように上記イラストを掲載しています

　

７
月
25
日
㈯
、
開
園
２
年
目
の
向
ヶ
丘
保
育
園
に

園
児
と
そ
の
保
護
者
な
ど
約
４
０
０
人
が
集
ま
り
、

お
楽
し
み
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。昨
年
は
、雨
天
の
た

め
室
内
遊
戯
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、今
年
は
、天
候

に
恵
ま
れ
屋
外
の
運
動
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

お
楽
し
み
会
で
は
、
く
じ
引
き
、
ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り
、

か
き
氷
の
ほ
か
、
保
護
者
に
よ
る
バ
ザ
ー
な
ど
が
出

店
さ
れ
、当
日
は
、朝
か
ら
25
度
を
超
え
る
蒸
し
暑
さ

の
た
め
か
、
か
き
氷
の
出
店
に
は
長
蛇
の
列
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

園
児
は
出
店
の
引
き
換
え
券
を
首
か
ら
さ
げ
、
友

達
と
相
談
し
な
が
ら
、い
ろ
い
ろ
な
出
店
を
ま
わ
り
、

大
い
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

お
楽
し
み
会

向
ヶ
丘
保
育
園

かみはやし

　

７
月
26
日
㈰
、
夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
の
一
環

と
し
て
交
通
安
全
祈
願
祭
が
、
神
林
道
の
駅
の
と
な

り
に
あ
る
牧
目
地
蔵
尊
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
交
通
安
全
協
会
神
林
支
部
の
小
田
支
部

長
か
ら
「
今
年
は
今
の
と
こ
ろ
地
区
内
で
死
亡
事
故

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
帰
省
客
が
多
く
な
り

事
故
が
発
生
す
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
皆
さ

ん
か
ら
も
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
て
く
だ
さ
い
」
と

の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

祈
願
祭
終
了
後
、
国
道
３
４
５
号
の
待
避
所
に
移

動
し
、
道
行
く
ド
ラ
イ
バ
ー
一
人
ひ
と
り
に
神
林
地

区
の
小
学
５
・
６
年
生
が
書
い
た
交
通
安
全
へ
の
手

紙
な
ど
を
交
通
安
全
母
の
会
員
な
ど
が
手
渡
し
、
安

全
運
転
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

死
亡
事
故
ゼ
ロ
を
願
っ
て

　

交
通
安
全
祈
願
祭

かみはやし

　

７
月
25
日
㈯
に
第
１
回
村
上
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

が
、市
営
あ
ら
か
わ
ゴ
ル
フ
場
で
開
催
し
ま
し
た
。当

日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
１
４
４
人
の
参
加
者
で
大

い
に
盛
り
あ
が
り
ま
し
た
。

優　

勝　

鈴
木
久
男
さ
ん（
瀬
波
中
町
）

　
　
　
　

グ
ロ
ス
75（
34
・
41
）ネ
ッ
ト
69
・
０

準
優
勝　

金
子
博
明
さ
ん（
佐
々
木
）

　
　
　
　

グ
ロ
ス
80（
37
・
43
）ネ
ッ
ト
69
・
２

第
３
位　

冨
樫
孝
平
さ
ん（
切
田
）

　
　
　
　

グ
ロ
ス
90（
44
・
46
）ネ
ッ
ト
69
・
６

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞　

川
崎
悠
里
さ
ん（
緑
町
二
丁
目
）

　
　
　
　

グ
ロ
ス
73（
34
・
39
）

※�

グ
ロ
ス
と
は
、全
ホ
ー
ル
の
実
際
の
打
数
。ネ
ッ
ト

と
は
、
グ
ロ
ス
か
ら
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
差
し

引
い
た
も
の
で
す

※�（　

）
内
の
数
字
は
、
上
流
コ
ー
ス
・
下
流
コ
ー
ス

に
分
け
た
ス
コ
ア
で
す

第
１
回
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

あらかわ
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８
月
１
日
㈯
と
２
日
㈰
、
岩
船
港
で
海
上
自
衛
隊

の
艦
艇「
い
ず
し
ま
」「
あ
い
し
ま
」の
一
般
公
開
と
体

験
航
海
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
２
艇
は
、
機
雷
を
排
除
し
て
海
域
の
安
全
を

図
る
こ
と
を
任
務
と
し
て
い
ま
す
。
船
体
は
船
の
磁

気
を
感
知
す
る
磁
気
機
雷
な
ど
に
備
え
て
、
木
材
と

な
っ
て
お
り
20
ミ
リ
機
関
砲
は
、
海
上
に
浮
い
た
機

雷
を
撃
っ
て
排
除
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で

す
。

　

２
艇
の
速
力
は
時
速
約
26
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
岩

船
港
と
粟
島
を
結
ぶ
高
速
船「
あ
す
か
」が
時
速
42
・

６
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
た
め
、体
験
航
海
中
の「
い
ず
し

ま
」「
あ
い
し
ま
」に「
あ
す
か
」が
追
い
付
き
、し
ば
ら

く
の
間
、
３
艇
が
並
ん
で
航
海
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

潮
風
を
受
け
て
体
験
航
海

むらかみ

　

７
月
26
日
㈰
、
村
上
中
等
教
育
学
校
の
生

徒
が
、
タ
イ
ヤ
チ
ュ
ー
ブ
や
ベ
ニ
ヤ
板
で

作
っ
た
い
か
だ
で
、
川
下
り
に
挑
戦
し
ま
し

た
。自
主
性
を
育
て
、チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切

さ
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
、
同
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

が
７
年
前
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
前
日
の
雨
の
影
響
で
水
か
さ

が
増
し
、流
れ
が
速
く
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

生
徒
た
ち
で
実
行
を
決
断
し
、
１
〜
３
年
生

の
42
人
が
参
加
。
生
徒
と
保
護
者
は
７
隻
の

い
か
だ
に
分
乗
し
、
下
渡
橋
下
付
近
の
ゴ
ー

ル
を
目
指
し
、
竹
の
棒
を
操
っ
て
元
気
よ
く

漕
ぎ
出
し
ま
し
た
。

　

約
１
時
間
か
け
て
ゴ
ー
ル
し
た
１
年
生
の

佐
久
間
慎し

ん

さ
ん
は「
参
加
し
て
よ
か
っ
た
。特

に
流
れ
が
早
い
と
こ
ろ
が
お
も
し
ろ
か
っ

た
」と
満
足
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

手
作
り
い
か
だ
で
川
下
り

　

村
上
中
等
教
育
学
校

むらかみ

　

７
月
30
日
㈭
、
朝
日
地
区
小
学
校
親
善
水

泳
交
歓
会
が
、
初
め
て
朝
日
き
れ
い
館
を
会

場
に
し
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
５
年
生

１
０
２
人
、
６
年
生
１
０
５
人
が
参
加
し
、

プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
は
多
く
の
保
護
者
が
か
け

つ
け
、
子
ど
も
よ
り
緊
張
し
た
面
持
ち
で
応

援
し
て
い
ま
し
た
。

　

泳
ぎ
終
わ
っ
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、
緊

張
が
解
け
て
、笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、結
果
が
張
り
出
さ
れ
る
と
、そ
れ
ぞ
れ

自
分
の
タ
イ
ム
を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
の
リ
レ
ー
で
は
、
会
場
い
っ
ぱ
い
に

大
き
な
声
援
が
響
き
、
選
手
は
応
援
に
応
え

る
よ
う
に
一
生
懸
命
泳
い
で
い
ま
し
た
。
参

加
し
た
児
童
は
、「
疲
れ
た
け
ど
、
力
を
出
し

切
っ
て
泳
げ
た
。
今
年
は
初
め
て
き
れ
い
館

で
や
っ
た
け
ど
、
学
校
の
プ
ー
ル
よ
り
泳
ぎ

や
す
か
っ
た
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

朝
日
き
れ
い
館
で

　
　
　

水
泳
交
歓
会

あさひ

　

８
月
２
日
㈰
、
あ
ら
か
わ
総
合
運
動
公
園
多
目
的

競
技
場
で
ラ
ジ
オ
体
操
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ラ
ジ
オ
体
操
会
は
、昭
和
54
年
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、旧

郵
政
省
、旧
荒
川
町
の
主
催
で
、荒
川
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
３
，０
０
０
人
が
参
加
し
、全
国
へ
生
放
送
さ

れ
た
夏
季
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
会
か
ら
始
ま
り
、
今
年

で
31
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

朝
早
く
か
ら
約
５
０
０
人
が
参
加
し
、
朝
日
に
映

え
た
新
緑
の
中
、家
族
や
友
達
、近
所
の
人
と
一
緒
に

体
を
動
か
し
て
い
ま
し
た
。

　

ラ
ジ
オ
体
操
を
終
え
た
参
加
者
は
、
眠
そ
う
だ
っ

た
顔
か
ら
一
転
、
額
に
汗
を
浮
か
べ
た
元
気
の
あ
る

顔
に
変
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

夏
の
定
番
、ラ
ジ
オ
体
操

あらかわ
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８
月
７
日
㈮
、
あ
ら
か
わ
大
祭
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
荒
川
商
工
会
青
年
部
主
催
の
「
み
こ
し
の
ね
り
あ

る
き
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
の
天
候
は
雨
で
し
た
が
、
担
ぎ
手
の
皆
さ
ん

は
全
く
気
に
す
る
様
子
も
な
く
、
元
気
に
大
き
な
掛

け
声
を
出
し
な
が
ら
、威
勢
よ
く
担
い
で
い
ま
し
た
。

　

担
ぎ
手
は
、荒
川
商
工
会
青
年
部
を
中
心
に
、隣
は

神
林
地
区
や
胎
内
市
、遠
く
は
阿
賀
野
市（
水
原
商
工

会
青
年
部
）か
ら
応
援
に
駆
け
つ
け
た
総
勢
約
60
人
。

　

み
こ
し
を
中
心
に
最
後
ま
で
一
致
団
結
し
、
約
４

時
間
、坂
町
駅
前
周
辺
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

あ
ら
か
わ
大
祭

　

み
こ
し
の
ね
り
あ
る
き

　

８
月
５
日
㈬
学
童
保
育
所
で
ピ
ア
ノ
教
室
講
師
の

小
林
里
加
さ
ん
が
夏
休
み
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

音
楽
と
親
し
む
会
を
開
い
て
く
れ
ま
し
た
。

　

エ
レ
ク
ト
ー
ン
の
演
奏
を
は
じ
め
、
全
員
で
「
う

み
」
な
ど
の
合
唱
、
音
楽
に
合
わ
せ
た
運
動
、
音
楽
に

関
す
る
マ
ル
・
バ
ツ
ク
イ
ズ
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
。

　

最
後
は
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
ベ
ル
や
タ
ン
バ
リ
ン
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
楽
器
を
持
ち「
き
ら
き
ら
星
」を
み
ん
な

で
合
奏
し
ま
し
た
。

　

あ
っ
と
い
う
間
に
、終
了
の
時
間
を
迎
え
、学
校
の

授
業
と
は
一
味
違
っ
た
と
て
も
楽
し
い
音
楽
教
室
で

し
た
。

夏
休
み
の
音
楽
教
室

あらかわあらかわ

　

８
月
１
日
㈯
と
２
日
㈰
に
平
林
中
学
校

区
、
８
月
６
日
㈭
と
７
日
㈮
に
は
神
納
中
学

校
区
の
小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者
な
ど

が
、
建
設
中
の
高
速
道
路
下
に
壁
画
を
制
作

し
ま
し
た
。

　

壁
画
の
大
き
さ
は
、縦
２
・
２
メ
ー
ト
ル
の

横
14
・
４
メ
ー
ト
ル
、
縦
２
メ
ー
ト
ル
の
横

23
メ
ー
ト
ル
。そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
は
、平
林

中
学
校
区
は
平
林
小
学
校
、砂
山
小
学
校
、平

林
中
学
校
の
校
歌
か
ら
、神
納
中
学
校
区
は
、

天
文
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
沼
澤
茂
美
さ
ん

が
故
郷
の
山
や
川
か
ら
宇
宙
ま
で
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
も
の
を
壁
画
に
し
ま
し
た
。

高
速
道
路
下
が
華
や
か
に

壁
画
制
作

かみはやし

　

７
月
31
日

㈮
、８
月
１
日

㈰
に
山
北
緑

の
少
年
団
が
、

旧
中
継
小
学

校
を
会
場
に
、

一
泊
二
日
の

チ

ャ

レ

ン

ジ
・
キ
ャ
ン

プ
を
行
い
ま

し
た
。

　

当
日
は
地
元
の
人
の
協
力
を
得
て
、
流
し

ソ
ー
メ
ン
台
な
ど
の
加
工
や
川
で
の
カ
ジ
カ

と
り
体
験
、火
お
こ
し
か
ら
の
飯
ご
う
炊す

い

爨さ
ん

、

カ
レ
ー
作
り
、
郷
土
の
生
い
立
ち
や
謎
に
迫

る
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
、た
く
さ
ん
の『
チ
ャ
レ

ン
ジ
』を
体
験
し
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
流
し
ソ
ー
メ
ン
用
の
竹
き
り
作

業
で
は
、
竹
を
抑
え
る
人
、
切
る
人
、
み
ん
な

で
協
力
し
て
作
業
を
進
め
、初
め
は
、使
い
慣

れ
な
い
ノ
コ
ギ
リ
や
ナ
タ
に
悪
戦
苦
闘
し
て

い
ま
し
た
が
、
予
定
に
な
か
っ
た
竹
の
箸
や

器
ま
で
完
成
さ
せ
、
手
作
り
食
器
で
流
し

ソ
ー
メ
ン
を
お
い
し
く
味
わ
い
ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し
て
「
自
然
の
中

で
遊
ん
で
楽
し
か
っ
た
で
す
」
な
ど
の
子
ど

も
た
ち
か
ら
の
感
想
も
あ
り
、
自
然
の
良
さ

や
大
切
さ
を
発
見
で
き
た
活
動
と
な
り
ま
し

た
。

郷
土
の
自
然
の
豊
か
さ
を
実
感
！

緑
の
少
年
団
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
キ
ャ
ン
プ

さんぽく
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台
湾
南
部
の
高
雄
市
に
あ
る
台
湾
実
践
大
学
で
観

光
な
ど
を
学
ん
で
い
る
魏
以
栞
（
ウ
ェ
イ
・
イ
ー
チ

ン
）さ
ん
と
杜
芳
瑜（
ト
・
ホ
ウ
ユ
）さ
ん
が
、７
月
18

日
㈯
か
ら
８
月
28
日
㈮
ま
で
、山
北
地
区
に
滞
在
し
、

日
本
で
の
観
光
や
接
遇
な
ど
を
研
修
し
ま
し
た
。

　

約
１
カ
月
半
の
研
修
で
は
、
主
に
交
流
の
館
「
八

幡
」や
併
設
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、客
室
清
掃
や
窓
口

対
応
、
ホ
ー
ル
ス
タ
ッ
フ
な
ど
の
業
務
に
携
わ
り
な

が
ら
、
休
日
に
は
、
地
域
の
夏
祭
り
や
盆
踊
り
、
伝
統

芸
能
祭
の
見
学
な
ど
異
国
の
文
化
に
触
れ
た
り
、
地

元
の
人
と
の
交
流
も
行
い
ま
し
た
。

　

２
人
は
「
慣
れ
な
い
場
所
で
の
研
修
で
不
安
も

あ
っ
た
け
ど
、み
な
さ
ん
に
親
切
に
し
て
も
ら
い
、貴

重
な
経
験
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
日
本
語
で
上
手
に

話
し
て
い
ま
し
た
。

日
本
で
の
観
光
や
接
遇
を
研
修

　

台
湾
か
ら
２
人
の
大
学
生

　

８
月
15
日
㈯
、
猿
沢
集
落
に
あ
る
大
満
虚
空
蔵
尊

の
ご
開
帳
が
行
わ
れ
、県
内
外
か
ら
３
，５
０
０
人
を

超
え
る
参
拝
客
が
訪
れ
境
内
は
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

大
満
虚
空
蔵
尊
は
、１
，２
０
０
余
年
の
歴
史
を
も

つ
古こ

刹さ
つ

で
、
古
く
か
ら
福
徳
、
知
恵
、
円
満
を
授
け
る

仏
と
し
て
親
し
ま
れ
、12
年
に
１
度
、丑
年
に
ご
開
帳

さ
れ
て
い
ま
す
。午
前
８
時
過
ぎ
に
、僧
侶
９
人
が
山

伏
先
導
の
も
と
参
道
か
ら
拝
殿
ま
で
行あ

ん

堂ど
う

し
、
拝
殿

前
で
、１
回
目
の
護
摩
祈
祷
が
行
わ
れ
、本
尊
の
秘
仏

が
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
道
に
は
出
店
も
あ
り
、
地
元
で
取
れ
た
野
菜
や

焼
き
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
か
き
氷
な
ど
が
販
売
さ
れ
ま

し
た
。
市
内
か
ら
訪
れ
た
人
は
「
丑
年
生
ま
れ
な
の

で
、
来
て
み
ま
し
た
。
ご
利
益
が
あ
り
そ
う
で
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

大
満
虚
空
蔵
尊
ご
開
帳

あさひさんぽく

　

８
月
８
日
㈯
、
三
面
川
の
布
部
や
な
場
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。オ
ー
プ
ン
初
日
に
は
、

横
浜
市
や
三
条
市
、
上
越
市
な
ど
か
ら
多
く

の
人
が
訪
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
ス
ノ
コ
に
上

が
っ
て
く
る
鮎
を
捕
ま
え
よ
う
と
頑
張
っ
て

い
ま
し
た
。

　

や
な
場
で
は
、
炭
火
で
じ
っ
く
り
焼
き
上

げ
た
鮎
を
販
売
し
て
お
り
、
休
憩
所
で
食
べ

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
三
条
市
か
ら
来
た
女

性
は
「
布
部
や
な
場
に
通
い
始
め
て
３
年
く

ら
い
に
な
り
ま
す
。
焼
き
た
て
の
鮎
は
と
て

も
お
い
し
い
で
す
」、三
面
川
鮭
産
漁
業
協
同

組
合
の
相
馬
委
員
長
は
「
三
面
川
で
育
っ
た

お
い
し
い
鮎
な
の
で
、皆
さ
ん
、ぜ
ひ
食
べ
に

来
て
く
だ
さ
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

や
な
場
は
10
月
下
旬
ま
で
の
午
前
８
時
か

ら
午
後
８
時
ま
で
、
飲
み
物
な
ど
の
持
ち
込

み
可
能
で
す
。

（
問
い
合
わ
せ　

布
部
や
な
場
☎
72
‐

１
２
９
７
）

鮎
の
お
い
し
い
季
節
が
き
た

布
部
や
な
場

あさひ

　

木
を
伐
採
し
た
後
に
、地
ご
し
ら
え
の
た
め

に
枝
葉
や
枯
草
を
焼
く「
山
焼
き
」が
、今
年
は

日
照
不
足
や
長
引
く
梅
雨
な
ど
で
予
定
日
を

何
度
も
延
期
す
る
な
ど
天
候
に
影
響
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

山
北
で
伝
統
農
法
と
し
て
古
く
か
ら
行
わ
れ

て
き
た「
山
焼
き
」は
、８
月
上
旬
か
ら
お
盆
の
時

期
、深
夜
か
ら
早
朝
に
か
け
て
夜
空
を
赤
々
と

照
ら
す
夏
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

８
月
８
日
㈯
と
９
日
㈰
に
予
定
さ
れ
て
い

た「
焼
畑
フ
ェ
ス
タ
」も
昨
年
に
引
き
続
き
中

止
と
な
り
ま
し
た
。

　

山
焼
き
の
見
学
を
兼
ね
た
土
壌
調
査
な
ど

で
、毎
年
こ
の
時
期
に
合
宿
で
訪
れ
て
い
た
神

奈
川
県
の
日
本
大
学
生
物
資
源
科
学
部
の
21

人
の
一
行
は
、「
と
て
も
残
念
。山
焼
き
の
様
子

は
ビ
デ
オ
で
は
見
た
け
ど
実
際
に
見
て
み
た

か
っ
た
」と
残
念
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

天
候
不
順
で
延
期
続
出

　
　

山
北
の
生
業「
山
焼
き
」

さんぽく
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今
月
号
は
、ウ
ェ
ル
ネ
ス
む
ら
か

み
の
佐
々
木
会
長
の
お
話
を
紹
介

し
ま
す
。

　

「
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
ウ
ェ

ル
ネ
ス
む
ら
か
み
」は
、平
成
18
年
2

月
12
日
に
設
立
総
会
を
開
催
し
、間

も
な
く
３
年
半
に
な
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。私
は
、そ
の
設
立
当
初
か
ら
会

長
と
し
て
関
わ
り
、ま
た
村
上
保
健

所
長
と
し
て
、住
民
の
健
康
づ
く
り

の
指
導
的
立
場
に
あ
り
ま
す
が
、実

は
運
動
は
大
の
苦
手
で
す
。

　

小
学
校
時
代
の
体
育
で
は
、走
っ

て
は
ビ
リ
、鉄
棒
で
は
逆
上
が
り
が

出
来
ず
に
何
度
も
や
り
直
し
を
さ
せ

ら
れ
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
バ
ス
ケ
ッ

ト
で
は
ボ
ー
ル
を
思
う
よ
う
に
投
げ

る
こ
と
も
、受
け
る
こ
と
も
で
き
ず
、

体
育
の
時
間
が
苦
痛
で
し
た
。そ
れ

で
も
中
学
校
で
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

に
入
っ
た
の
で
す
が
、ダ
ブ
ル
ス
を

組
ん
で
試
合
に
出
て
も
、勝
っ
た
経

験
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。高
校
は

進
学
校
の
た
め
、運
動
が
出
来
な
く

て
も
目
立
ち
ま
せ
ん
で
し
た
が
、大

学
で
は
医
学
部
の
前
に
2
年
間
の
進

学
課
程
が
あ
り
、体
育
の
単
位
を
取

得
す
る
た
め
に
テ
ニ
ス
を
選
択
し
ま

し
た
。何
度
教
え
て
も
、ボ
ー
ル
に
ラ

ケ
ッ
ト
が
当
た
ら
な
い
の
で
、指
導

の
先
生
も
う
ん
ざ
り
さ
れ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。こ
ん
な
思
い
出
ば
か
り
な

の
で
、運
動
を
楽
し
い
と
感
じ
た
こ

と
が
な
く
、推
薦
さ
れ
て
会
長
職
を

お
引
き
受
け
し
ま
し
た
が
、内
心
申

し
訳
な
く
、ま
た
心
苦
し
く
思
っ
て

い
ま
し
た
。運
動
が
得
意
な
ス
タ
ッ

フ
を
見
て
い
る
と
う
ら
や
ま
し
い
の

で
す
が
、自
分
が
積
極
的
に
身
体
を

動
か
そ
う
と
い
う
気
持
ち
に
は
な
か

な
か
な
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
ん
な
私
で
す
が
、自
分
の
健
康

や
健
診
デ
ー
タ
は
、や
は
り
気
に
な

り
ま
す
。車
の
運
転
免
許
証
を
持
っ

て
い
な
い
の
で
、ど
こ
に
行
く
に
も

自
分
の
足
だ
け
が
た
よ
り
で
す
。毎

日
の
通
勤
や
買
い
物
、
用
事
の
た

め
、最
低
一
時
間
は
で
き
る
だ
け
良

い
姿
勢
で
、早
足
で
歩
く
よ
う
に
心

が
け
て
い
ま
す
。ま
た
保
健
所
長
と

し
て
大
勢
の
前
で
話
し
を
す
る
機

会
に
は
、
背
筋
を
伸
ば
し
、
後
ろ
ま

で
届
く
声
で
明
瞭
に
話
す
よ
う
に

緊
張
感
を
持
続
す
る
習
慣
は
、さ
さ

や
か
で
す
が
良
い
運
動
に
な
っ
て

い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
が
推
し
進
め
て
い

る「
健
康
日
本
21
」で
は
、日
常
的
に

運
動
習
慣
を
持
つ
人
の
割
合
を

２
０
０
０
年
調
査
時
の
男
性
28
・

6

％

、
女

性

24

・

6

％

か

ら

２
０
１
０
年
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

39
％
、35
％
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、私
の
よ
う
に
運
動
が
苦

手
で
何
か
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と

分
か
っ
て
い
て
も
、実
行
で
き
な
い

人
は
少
な
く
な
い
は
ず
で
す
。身
近

な
と
こ
ろ
か
ら
、で
き
る
こ
と
を
始

め
る
と
し
た
ら
、ま
ず
歩
く
こ
と
、そ

し
て
姿
勢
を
良
く
し
て
話
す
こ
と
を

心
が
け
、実
行
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
む
ら
か
み
」
で
は

運
動
だ
け
で
な
く
、歴
史
探
訪
や
文

化
教
室
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
用
意
し
て
、皆
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

会
長　

佐
々
木　

綾
子

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
情
報
を
発
信
！

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
情
報
を
発
信
！

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
情
報
を
発
信
！

総
合
型
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

●
問
い
合
わ
せ　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興
係　
☎
72-

６
８
８
６

　７月のある日の「ひよママるーむ」におじゃましました。

７月から９月のひよママるーむはスポレックです。ママた

ちはアリーナで楽しく汗を流していました。そして、ひよ

たちは託児ルームで先生やお友達と楽しく過ごしていまし

た。ひよママるーむは、育児を頑張っているママにお楽し

み空間を提供したいと、新しいことも考えています。水曜

日の午前中、ぜひお子さんと遊びに来てくださいネ。

　と　き　毎週水曜日　午前10時～ 11時30分
　ところ　神林総合体育館

　※トキめき新潟国体の開催期間中はお休みです

希楽々「ひよママるーむ」
　　ある日の　ひよたちとママ
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地
引
網
＆
魚
の
お
ろ
し
方
教
室

　

７
月
11
日
㈯
、
総
勢
48
人
が
参

加
し
、
塩
谷
海
岸
で
地
引
網
を
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
取
れ
た
魚
な
ど

で
、
魚
の
お
ろ
し
方
教
室
を
行
い

ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
も
多
く
参
加
し
、海

岸
清
掃
も
行
い

ま
し
た
。
と
て

も
楽
し
い
ひ
と

と
き
で
し
た
。

き
ら
ら
カ
ッ
プ

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

７
月
12
日
㈰
、神
林
パ
ル
パ
ー
ク

芝
生
公
園
を
会
場
に
１
３
０
人
が

参
加
し
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。広
い
芝
生

公
園
も
小
さ
く
感
じ
る
く
ら
い
大

勢
の
人
が
参
加
し
、盛
り
上
が
り
ま

し
た
。男
子
の
部
は
佐
藤
忠
雄
さ
ん

（
村
上
Ｇ
Ｇ
Ａ
）、

女
子
の
部
は
小

田
洋
子
さ
ん（
山

北
Ｇ
Ｇ
Ｃ
）が
優

勝
し
ま
し
た
。お

め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

ひ
よ
マ
マ
雑
貨
づ
く
り

　

７
月
16
日
㈭
、ひ
よ
マ
マ
会
員
６

人
が
参
加
し
て
雑
貨
づ
く
り
を
行
い

ま
し
た
。

　

今
回
は
コ
ー
ス

タ
ー
や
布
ト
レ

イ
と
、お
ま
け
で

く
る
み
ボ
タ
ン
を

作
り
ま
し
た
。と

て
も
可
愛
く
仕
上
が
り
ま
し
た
。

新
潟
県
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
講

習
会　

希
楽
々
で
開
催
！

　

７
月
18
日
㈯
と
25
日
㈯
の
２
回

に
わ
た
り
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
１

回
目
は
「
子
ど
も
と
ス
ポ
レ
ッ
ク
」

と
い
う
こ
と
で
新
潟
県
ス
ポ
レ
ッ

ク
協
会
杉
本
会
長
か
ら
講
演
と
ご

指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
２
回

目
は
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ
ジ
期
の

コ
ー
チ
ン
グ
と

ト

レ

ー

ニ

ン

グ
」
を
新
潟
大

学
の
篠
田
教
授

よ
り
講
演
、
ご

指
導
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

７
月
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
出
張
指
導

　

７
月
10
日
㈮
は
村
上
小
学
校
５

年
Ｐ
Ｔ
Ａ
、20
日
㈷
は
福
田
集
落
Ｐ

Ｔ
Ａ
、26
日
㈰
は
砂
山
小
学
校
４
年

Ｐ
Ｔ
Ａ
に
ド
ッ
チ
ビ
ー
を
は
じ
め
ス

ポ
レ
ッ
ク
や
ユ
ニ
ホ
ッ
ケ
ー
を
指
導

し
、と
も
に
楽
し
み
ま
し
た
。こ
れ
か

ら
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ナ
イ
タ
ー
ス
ポ
レ
ッ
ク
リ
ー
グ

　

７
月
14
日
か
ら
５
回
シ
リ
ー
ズ

で
ナ
イ
タ
ー
ス

ポ
レ
ッ
ク
リ
ー

グ
を
行
い
ま
し

た
。

　

５
回
の
う
ち
３

回
は
、ス
ポ
レ
ッ
ク
の
道
具
を
利
用

し
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、

小
学
校
低
学
年
の
子
か
ら
ス
ポ

レ
ッ
ク
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。お

楽
し
み
が
、た
く
さ
ん
隠
れ
て
い
る

ス
ポ
レ
ッ
ク
で
す
。

希
楽
々
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

　

７
月
５
日
㈰
、
胎
内
高
原
ゴ
ル

フ
倶
楽
部
で
希
楽
々
主
催
の
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
を
開
催
し
ま
し
た
。
天

候
に
も
恵
ま
れ
て
、
と
て
も
気
持

ち
よ
く
プ
レ
ー
で

き
ま
し
た
。

　

次
回
は
10
月
25

日
㈰
で
す
。
お
楽

し
み
に
。

鮭
っ
子
ク
ラ
ブ
・
つ

く
っ
て
ク
ラ
ブ

タ
オ
ル
で
ぬ
い
ぐ
る
み

　

ハ
ン
ド
タ
オ
ル

を
使
っ
て
子
犬
の

ぬ
い
ぐ
る
み
を
作

り
ま
し
た
。普
通
の

タ
オ
ル
が
簡
単
に

か
わ
い
い
子
犬
に

大
変
身
。み
ん
な
上

手
に
で
き
ま
し
た
。

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー

日
本
百
名
山�

谷
川
岳
に
挑
戦
！

　

群
馬
県
に
あ
る
谷
川
岳
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。20
人
が
参
加
し
、出
発
。

　

当
日
は
天

候
に
も
恵
ま

れ
、青
空
の
も

と
、日
本
百
名

山
の
登
山
を

楽
し
み
ま
し

た
。

岩
船
港
で
親
子
地
引
網
体
験

　

夏
休
み
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、地
元
の

漁
師
さ
ん
と
岩
船
港
で
地
引
網
体
験

を
行
い
ま
し
た
。大
き
な
網
を
み
ん
な

●SPORTS CLUB●

NPO法人総合型スポーツクラブ

で
力
を
合
わ
せ

て
引
っ
張
り
ま

し
た
。
重
く
て

大
変
で
し
た

が
、
た
く
さ
ん

の
い
ろ
い
ろ
な

魚
が
網
に
か
か

り
、大
漁
と
な
り
ま
し
た
。

小
学
生

運
動
能
力
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

　

小
学
生
を
対
象
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

教
室
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

遊
び
の
要
素
を
含
ん
だ
Ｓ
Ａ
Ｑ
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
中
心
に
、
お
に
ご
っ

こ
を
し
た
り
、
ボ
ー
ル
や
リ
ン
グ
を

使
っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
た
り
、

子
ど
も
た
ち
は
楽
し
み
な
が
ら
運
動

を
し
ま
し
た
。

鮭
っ
子
ク
ラ
ブ

夏
休
み
フ
レ
ン
ド
パ
ー
ク

　

小
学
１
〜
３
年
生
を
対
象
に
夏
休

み
限
定
の
運
動
教
室
が
行
わ
れ
、
市

内
各
地
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も

た
ち
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

暑
さ
に
も
負

け

ず

、
元

気

い
っ
ぱ
い
に
友

達
と
体
を
動
か

し
ま
し
た
。

問�☎52－6311

NPO法人

問�☎66－8119
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○おたんじょう
氏名（ふりがな）	 届出人	 行政区 氏名（ふりがな）	 届出人	 行政区

●おくやみ
氏名	 年齢	 行政区 氏名	 年齢	 行政区 氏名	 年齢	 行政区

※保護者やご遺族などの了解を得て掲載しています　※７月11日から８月10日までの届け出です（敬称略）
※表示されている行政区は、実際登録されている町内会、集落です

人口と世帯数（�月1日現在）
（　　）内は前月比 　人口Ä33,032人(△3)　Å35,894人(△13)　�計68,926人(△16)　    22,826世帯(19)

村上地区

松 村 キ ヨ	 98	 緑町二丁目
磯 部 ユ ミ	 88	 間島
髙 木 ミ ヱ	 95	 岩船上大町
関 根 一 富	 52	 仲間町
中 村 脩 一	 75	 羽黒口
小 田 成 二	 69	 八日市
佐　藤　キクヨ	 93	 杉原
小 野 ヨ ネ	 91	 上の山
冨 樫 廣 雄	 70	 泉町
石 栗 克 己	 70	 塩町
瀬 賀 カ ツ	 84	 下相川
冨　樫　松四郎	 77	 大欠
大　野　チイノ	 79	 岩船三日市
貝 沼 満 榮	 82	 三之町
小 池 ミ ヤ	 88	 赤沢
本 間 テ イ	 95	 間島
佐 藤 ヨ シ	 82	 新町
髙　橋　ミヨ子	 68	 瀬波上町
越　中　ヨシイ	 76	 松山
益 田 　 光	 95	 大町

村上地区

こころ	 忠　　　　　稔	 南町二丁目
莉生（りう）	 片　野　　　寛	 庄内町
彩（あや）	 磯　部　克　久	 大欠
希咲（きさ）	 赤　島　直　之	 堀片
ゆい	 竹　内　　　敦	 羽黒町
帆高（ほだか）	 小　田　昌　美	 岩船上浜町
聖夏（せな）	 佐　藤　孝　道	 大欠
湊斗（みなと）	 小　田　　　靖	 塩町
七海（ななみ）	 小　島　龍　哉	 瀬波上町
海結（みゆ）	 嵐　　　春　介	 南町二丁目
耀心（ようは）	 樋　木　康　夫	 堀片
伶介（りょうすけ）	 津　野　　　聡	 大欠
眞子（まこ）	 神　林　丈　幸	 大欠
音葉（おとは）	 黒　田　　　篤	 山辺里
桜子（さくらこ）	 板　垣　俊　行	 杉原
和華（わか）	 小野塚　和　太	 岩船下浜町
花暖（かのん）	 寺　澤　尚　隆	 大欠

神林地区

珈楠（かなん）	 須　貝　正　也	 小岩内
海瑠（かいる）	 横　山　隆　弘	 下助渕
海斗（かいと）	 佐 藤 隆 雄	 桃川

荒川地区

海翔（かいと）	 佐　藤　強　史	 坂町
琉維（るい）	 大　滝　　　亮	 野口
柾弥（せいや）	 近　　　大　樹	 春木山
恵采（けいと）	 荻　𠩤　　　祐	 下鍜冶屋

朝日地区

絢（じゅん）	 鬼　原　陽　介	 猿沢
翔真（しょうま）	 三　浦　誠　一	 十川
美徳（みのり）	 佐 藤 大 志	 板屋越

山北地区

蒼太（そうた）	 冨　樫　崇　博	 府屋学校町
歩（あゆむ）	 佐　藤　一　幸	 下大蔵
夏樹（なつき）	 渡　辺　　　智	 脇川
凌太郎（りょうたろう）	 大　滝　誠　治	 寒川

荒川地区

一ノ瀬　キ　ミ	 90	 金屋
大　嶋　ゆみ子	 55	 田島
三 田 榮 一	 92	 長政
川 崎 太 造	 62	 堤下団地
井　上　ミツヱ	 82	 山口
髙 橋 ミ ヱ	 89	 荒川松山
本 間 イ ク	 60	 坂町駅前
江 端 フ ジ	 79	 長政
相 馬 コ ウ	 81	 大津
磯　部　倉之助	 84	 坂町
近 藤 三 郎	 88	 藤沢

神林地区

佐 藤 ト ム	 88	 桃川
平　山　千代吉	 88	 高御堂
本 間 キ ミ	 86	 下助渕
磯 部 ミ オ	 79	 里本庄
遠 山 豊 太	 83	 牛屋
須 貝 ヤ ヒ	 91	 平林
遠 山 　 壽	 77	 宿田
中 村 敏 夫	 84	 上助渕
村 山 政 次	 84	 北新保

朝日地区

佐　藤　和一郎	 81	 石住
小 池 　 武	 83	 笹平
貝 沼 昭 伍	 78	 堀野
井　上　定一郎	 83	 朝日中野
中 山 惣 次	 88	 大須戸
佐 藤 年 春	 82	 塩野町
板 垣 ツ ネ	 66	 中原
大　田　ヤスエ	 88	 黒田
髙 橋 一 郎	 79	 中新保
富 樫 邦 男	 93	 早稲田
大 田 ヨ ミ	 89	 黒田
三　浦　ヨシノ	 96	 十川

山北地区

渡 辺 　 年	 70	 府屋浜町
渡 邉 ク ニ	 80	 桑川
平　方　德四郎	 82	 岩石
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図書館ひろば
村上市立中央図書館　☎53-7511

新　着　図　書

◆…一般書　○…児童書

【中央図書館】

◆　理屈が通らねえ（岩井三
み

四
よ

二
じ

）

◆　星間商事株式会社社史編
へん

纂
さん

室
しつ

（三浦しをん）

◆　ドーン（平野啓一郎）

◆　線路と川と母のまじわるところ（小野正
まさ

嗣
つぐ

）

◆　智天使（ケルビム）の不思議（二階堂黎
れい

人
と

）

◆　ドント・ストップ・ザ・ダンス（柴田よしき）

◆　南極〈人〉（京極夏彦）

◆　問題があります（佐野洋子）

◆　メガロマニア（恩田陸）

◆　おばあちゃんのお針しごと

◆　絶品ホルモン料理

◆　チルドレンズヨーガ

◆　豚のＰちゃんと32人の小学生
◆　まちかど行ってみずほ

○　つたえたいきもちは木にのぼっておさがしください（阿部夏丸）

○　クグノタカラバコ（いとうひろし）

○　花守の話（柏葉幸子）

○　パパのおはなしきかせて（角野栄子）

○　やっとライオン（きむらゆういち）

○　あめかな！（Ｕ．Ｇ．サトー）

○　よしよしなでなで（いりやまさとし）

○　マリーナ（ルドウィッヒ・ベーメルマンス）

○　しりとりあそびしろとくろ（星川ひろ子）

○　なるほど忍者大図鑑（ヒサクニヒコ）

� 【中央図書館】火　曜　日　午後３時30分～　土　曜　日　午前11時～

よみきかせのある日
�【朝日図書館】第４土曜日　午前10時～

� 【荒川図書室】第３土曜日　午前10時～（４・８・３月を除く）
� 【神林図書室】第３木曜日　午前10時～（7・9・12・1・3月のみ）

長寿医療制度（後期高齢者医療制度）ワンポイントQ＆Ａ
長寿医療制度（後期高齢者医療制度）の保険料

問　�国民健康保険に加入していたときは口座振替だったのに、なぜ、長寿医療制度（後期高齢者医療制
度）の保険料の納付書が届いたのですか？

答 � �国民健康保険税を口座振替で納めていた人でも、長寿医療制度（後期高齢者医療制度）保険料は、保
険税（料）の種類が異なるため、口座振替が引き継がれませんので納付書を送りました。

� �長寿医療制度（後期高齢者医療制度）保険料の口座振替を希望される場合は、改めて口座振替の手続き
をお願いします。手続きは、振替口座の預金通帳、通帳の届け印、保険証をご用意のうえ、市内金融機

関、または市役所税務課、各支所市民生活課税務係、各連絡所でお願いします。

●問い合わせ　税務課保険税係　☎53－2111（内線223、224）

９月の連休期間中の21日㈪～ 23日
㈬は、中央図書館は開館します（24日㈭
は休館します）

読書の秋におすすめの１冊

熊野物語（中
なか

上
がみ

紀
のり

）

　蛇に乗り移られた少女、土車を引

く遊女、髪が生えない海女など、熊

野の昔話をベースにした17の不思議
な物語。

　９月５日㈯に「大人のための児童文学講座」を

教育情報センターで開催します。テーマは「絵本

の魅力」です。それにちなみ、中央図書館所蔵の

関連本を紹介します

ピーターラビットの絵本シリーズ

　いたずら好きなうさぎの男の子

ピーターやいとこのベンジャミン、

妹たち。ほかにもさまざまな動物た

ちがおはなしをくりひろげます。



編集・発行　村上市企画部政策推進課
　　　　　　〒958-8501　新潟県村上市三之町１番１号
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市報むらかみは、資源保護のため
再生紙と環境にやさしい大豆インクを
使用しています。

印刷　村上印刷株式会社

　７月27日㈪に三面小学校で行われた、かかし作りの様子で
す。地域の主な産業となる米作りの大切さを学び、また大人と

子どもが一緒にかかしを作り、ともに苦労や喜びを分かち合う

このイベント。子どもたちは、汗をかきながら思いおもいのか

かしを作り、完成後は、満足気な表情を浮かべていました。

　このかかしは、８月８日㈯から22日㈯まで大場沢集落の県
道沿いに設置され、周辺地域の家族やお盆期間中に帰省した人

たちが訪れ、にぎわいました。

ホームページアドレス　http://www.city.murakami.lg.jp　　メールアドレス　info@city.murakami.lg.jp

今月の表紙編集後記
u８月２日㈰、村上市伝統芸能祭へ取材

に行ってきました。市内５地区にあるさ

まざまな伝統芸能などを一同に披露し

たこの催し。中でも荒川地区の獅子踊り

は、中学生が踊り手の主体となっていま

したが、若さが溢れ、キレのある踊りに

は圧巻でした。u今回の芸能祭は、各地

区の伝統文化をほんの一部紹介したに

すぎません。皆さんも市内各地区に足を

運び、このほかにもたくさんある伝統文

化に触れて、市の魅力を再発見してみて

はいかがですか。志○�

朝日みどりの里

越後猿沢局〒
コンビニ

猿沢小

コンビニ

至山北地区

朝日シルクフラワー製作工房

朝日きれい館

まほろばふれあいセンター

このコーナーでは、村上市の観光名所やイ
ベントなどを紹介します。

村上の

おたのし どころ見

むらかみ防災・防犯情報ねっと
メールでいつでもどこでも緊急情報をキャッチ!
http://www.city.murakami.niigata.jp/i/ml/
右のQRコードで読み取るだけで簡単アクセス

　

毎
年
11
月
に「
村
上
・
関
川
い
な
か
ごご

っ

つ

ぉ

馳
走
ま
つ
り
」

を
開
催
し
ま
す
。こ
れ
は
、地
元
で
採
れ
た
食
材
な
ど
を

使
い
、
昔
な
が
ら
の
伝
統
料
理
や
神
楽
料
理
を
日
替
わ

り
で
お
も
て
な
し
を
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
今
年
で
４

回
目
と
な
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
新
潟
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
合
わ
せ
て
、
こ
れ
ま
で
最
長

の
14
日
間
、開
催
し
ま
す
。

　

昼
食
の
部
が
一
人
１
，５
０
０
円
、夕
食
の
部
が
一
人

２
，
５
０
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
会
場
は
、
朝
日
み
ど

り
の
里
内
に
あ
る
「
ま
た
ぎ
の
家
」
と
、
関
川
村
の
東
桂

苑
で
、旧
家
の
雰
囲
気
を
味
わ
い
な
が
ら
、そ
れ
ぞ
れ
の

郷
土
料
理
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、遠
方
の
知
人
に
も
ご
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、地

元
の
人
も
め
っ
た
に
味
わ
う
こ
と
が
で
き
な
い
、
か
あ

ち
ゃ
ん
た
ち
が
つ
く
る
ご
馳
走
を
、
こ
の
機
会
に
ご
賞

味
く
だ
さ
い
。

※�
現
在
、詳
し
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
中
で
す
。ご
希

望
の
人
は
、市
商
工
観
光
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

出
来
次
第
、郵
送
し
ま
す

●
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課
観
光
企
画
係

　

☎
53
‐
２
１
１
１　

（
内
線
３
５
１
、３
５
２
）


